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序

　平成 17 年 10 月１日、熊谷市、大里町、妻沼町の一市二町が、さらに
平成 19 年２月 13 日、江南町と合併して、新『熊谷市』が誕生いたしま
した。
　新『熊谷市』は、南北約 20 ㎞、東西約 14 ㎞にわたり、面積は 159.82 ㎢、
人口は 20 万人を超えることとなり、県北最大の都市として生まれ変わ
りました。新市は、関東平野を縦横に流れる荒川と利根川の２大河川が
最も近接する流域に位置し、平坦な地形に肥沃な大地と豊かな自然が広
がっております。
　こうした自然環境のもと、市内には先人たちによって多くの文化財が
営々と築かれてきました。これらの文化財は、郷土の発展やその過程を
物語る証であるとともに、私たちの子孫の繁栄の指標ともなる先人の貴
重な足跡であります。私たちは、こうした文化遺産を継承し、次世代へ
と伝え、さらに豊かな熊谷市形成のための礎としていかなければならな
いと考えております。
　本書は、熊谷市遺跡調査会により平成 26 年に発掘調査を行った前中
西遺跡について報告するものであります。本遺跡からは弥生時代から奈
良・平安時代にかけての集落が確認され、長期にわたって人々が住み続
けたことが判明しています。また、調査地点周辺は土地区画整理事業に
伴う発掘調査が行われており、これらの成果と併せて、本市の歴史的発
展を考証する上でも非常に重要なものといえます。本書が埋蔵文化財保
護、学術研究の基礎資料として、また、埋蔵文化財の普及・啓発の資料
として広くご活用いただければ幸いと存じます。
　最後になりましたが、発掘調査から報告書刊行に至るまで、文化財保
護法の趣旨を尊重され、御理解、御協力を賜りました株式会社埼玉住宅
情報センター及び株式会社ファイブイズホーム並びに地元関係者には厚

くお礼申しあげます。

平成 28 年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　熊 谷 市 遺 跡 調 査 会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　会 長    野   原 　　晃



例　　言

１　埼玉県熊谷市末広三丁目 104 番２及び末広四丁目 2506 番７、2506 番８、2506 番９、2506 番 12、

　2509 番２、2509 番８に所在する前中西遺跡（埼玉県遺跡番号 59 － 092）の発掘調査報告書である。

２　本調査は分譲地造成及び分譲住宅建設に伴う事前記録保存のための発掘調査であり、熊谷市遺跡調

　査会が実施したものである。

３　本事業の組織は、第Ⅰ章３のとおりである。

４　発掘調査期間は次のとおりである。

　前中西遺跡　第１地点　末広三丁目 104 番２：平成 26 年８月 18 日～平成 26 年 10 月 10 日

　　　　　　　第２地点　末広四丁目 2506 番７ほか：平成 26 年 11 月４日～平成 26 年 11 月 25 日

５　発掘調査及び報告書執筆・編集は、熊谷市教育委員会　藏持俊輔が担当した。

６　発掘調査に係る写真撮影及び遺物の写真撮影は、藏持が行った。

７　本書にかかる資料は、熊谷市教育委員会で保管している。

８　本書の作成にあたり、下記の方々などからご教示、ご協力を賜りました。

　　（敬称略、五十音順）

　　　新井　端　金子正之　清水康守　菅谷浩之　



凡　　例

本書における挿図指示は、次のとおりである。

１　遺構挿図の縮尺は、次のとおりであるが、それ以外のものは個別に示した。

　　遺構の略記号は次のとおりである。

　　ＳＡ：柵列跡　ＳＢ：掘立柱建物跡　ＳＤ：溝跡　ＳＩ：竪穴建物跡

　　ＳＫ：土坑　ＳＸ：性格不明遺構　Ｐ：ピット　　

　　第１地点・第２地点全測図…１／ 100　　遺構平面図・断面図…１／ 60

２　遺構挿図中のスクリーントーン等は次のとおりである。

　　　　　　＝地山

３　遺構挿図中、断面に添えてある数値は標高を示している。

４　遺物挿図の縮尺は、原則として次のとおりであるが、それ以外のものは個別に示した。

　　　土師器・須恵器・磁器・陶器…１／４　　石製品…１／２、１／４、１／８

５　遺物実測図の表現方法は、以下のとおりである。

　　　弥生土器・土師器断面：白抜き　　須恵器断面：黒塗り　　灰釉陶器断面：　　　

　　　実測図の中心線は実線で示している。

　　　遺物挿図中の断面箇所以外のスクリーントーンは赤彩・施釉範囲を示す。

　　　　　　　＝赤彩範囲　　　　　 ＝施釉範囲

６　遺物拓影図は、向かって左に外面、右に内面を示した。

７　遺物観察表の表現方法は、以下のとおりである。

　　　法量の単位は㎝、ｇである。（　）が付されるものは推定値、現存値を表す。胎土は、土器に含

　　まれる鉱物等を以下の記号で、含有量の多い順に示した。

　　　Ａ…白色粒子　Ｂ…黒色粒子　Ｃ…赤色粒子　Ｄ…褐色粒子　Ｅ…赤褐色粒子　Ｆ…白色針状物

　　　質　Ｇ…長石　Ｈ…石英　Ｉ…白雲母　Ｊ…黒雲母　Ｋ…角閃石　Ｌ…片岩　Ｍ…砂粒　Ｎ…礫

８　写真図版の遺構・遺物の縮尺は、すべて任意である。

９　土層及び土器の色調は、『新版標準土色帖第 14 版』（小山正忠・竹原秀雄編著、農林水産省農林水

　産技術会議事務局編集、財団法人日本色彩研究所色標監修、日本色研事業株式会社発行　1994）を参

　考にした。
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Ⅰ　発掘調査の概要

１　調査に至る経過

　平成 26 年６月 12 日付けで㈱埼玉住宅情報センター代表取締役小暮靖志より末広三丁目地内（以下「第

１地点」という）、平成 26 年９月２日付けで㈱ファイブイズホーム代表取締役細井保雄より末広四丁目

地内（以下「第２地点」という）の分譲地造成及び分譲住宅建設に係る埋蔵文化財発掘の届出が提出さ

れ、埋蔵文化財の所在及び取り扱いについて協議があった。予定地は前中西遺跡に該当する。予定地で

は、縄文時代後期から近世までの遺構・遺物が確認されており、工事に先立って発掘調査を実施する必

要があると回答した。

　熊谷市教育委員会では第１地点・平成 26 年４月 17 日、第２地点・平成 26 年９月 17 日に所在確認調

査を実施したところ、複数の竪穴建物跡・溝跡・土坑等の遺構が検出された。工事内容は遺跡の破壊が

不可避なもの及び恒常構築物にあたる道路であったため、保存策について協議を重ねたが、工事計画の

変更は不可能であると判断されたため、記録保存の措置が適当であるとの結論に至った。

　この結果を踏まえて、第１地点・平成 26 年８月 12 日付け熊教社埋発第 208 号、第２地点・平成 26

年 10 月 24 日付け熊教社埋発第 349 号にて発掘調査の措置が適当である旨副申し、埼玉県教育委員会教

育長あてに埋蔵文化財発掘の届出を送付した。その後、事業者あてに埼玉県教育委員会教育長から、第

１地点・平成 26 年６月 25 日付け教生文第４－ 377 号、第２地点・平成 26 年 10 月９日付け教生文第４

－ 1007 号にて周知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事等について、発掘調査の指示通知がなされた。

　事業主と具体的な協議を重ねたところ、早急に建設を開始したい意向があったが、調査実施には定例

議会での補正予算の承認が必要であり、待機期間が発生する状況であった。そのため、熊谷市教育委員

会では、工事の進捗に配慮し早急に発掘調査を実施する必要が生じた。そこで、第１地点・平成 26 年

８月５日付け、第２地点・平成 26 年 10 月 24 日付けで埋蔵文化財に関する協定を事業主と締結したう

えで、平成 26 年８月６日に熊谷市遺跡調査会を設立し、発掘調査を第１地点・平成 26 年８月 18 日から、

第２地点・平成 26 年 11 月４日から実施した。

　熊谷市遺跡調査会会長は、文化財保護法第 92 条第１項の規定に基づく発掘調査の届出を第１地点・

平成 26 年８月 12 日付け熊遺発第２号、第２地点・平成 26 年 10 月 24 日付け熊遺発第８号で提出し、

熊谷市教育委員会は副申を添えて埼玉県教育委員会教育長へ送付した。これに対し、第１地点・平成

26 年８月 25 日付け教生文第２－ 32 号、第２地点・平成 26 年 11 月 12 日付け教生文第２－ 50 号で発

掘調査について通知があった。

－　　－1



２　発掘調査・報告書作成の経過

（１）発掘調査

　第１地点・末広三丁目 104 番２地内の発掘調査は、平成 26 年８月 18 日から平成 26 年 10 月 10 日に

かけて行われた。調査面積は、共同住宅の建設によって破壊を受ける 230.00 ㎡である。

　調査の手順は、排出土置場等の関係から、反転の手法を用いた。まず、重機により遺構確認面まで表

土を除去し、その後人力による遺構確認作業を行った。検出した遺構は順次精査し、遺構平面図・断面

図を作成し、随時個別の写真撮影を行った。最後に調査区全景の写真撮影を行い、反転して同様の作業

を繰り返した。10 月 10 日には器材等を撤収して現場における作業を終了した。大雨により調査区が水

没するなどの被害があったが、調査区壁面は矢板にて補強しており、大規模な崩落は発生していない。

しかし、湧水が調査期間中に絶えず発生しており、調査に少なからず影響があった。

　第２地点・末広四丁目 2506 番７ほか地内の発掘調査は、平成 26 年 11 月４日から平成 26 年 11 月 25

日にかけて行われた。調査面積は、分譲住宅の建設によって破壊を受ける 104.34 ㎡である。

　調査の手順は、重機により遺構確認面まで表土を除去し、その後人力による遺構確認作業を行った。

検出した遺構は順次精査し、遺構平面図・断面図を作成し、随時個別の写真撮影を行った。11 月 25 日

には調査区全景の写真撮影を行い、器材等を撤収して現場における作業を終了した。

（２）整理・報告書作成

　整理作業は、平成 27 年３月２日から平成 28 年３月 31 日にかけて実施した。

　まず、遺物の洗浄・注記・接合・復元作業を行った。その後、遺物の分類を行い、実測作業を開始し

た。また、これらと平行して遺構の図面整理を行った。

　次に、遺構・遺物のトレース・拓本を採り図版を作成した。そして、遺物の写真撮影、遺構・遺物写

真の図版組みを行い、12 月に原稿執筆・割付を実施した。翌年１月に報告書の印刷に入り、校正を経

て３月 31 日に本報告書を刊行した。
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３　発掘調査、整理・報告書刊行の組織

平成 26 年度　発掘調査

　主　体　者　　　　熊谷市遺跡調査会

　会　　　長　　　　　野原　晃　　　（熊谷市教育委員会教育長）

　副  会  長　　　　　米澤　ひろみ　（熊谷市教育委員会教育次長）

　理    　事　　　　　菅谷　浩之　　（熊谷市文化財保護審議会会長）

            　　　　　小野　美代子　（熊谷市文化財保護審議会委員）

　監    　事   　 　　正田　知久　　（熊谷市教育委員会教育総務課長）

　事務局長    　 　　岩上　精純　　（熊谷市教育委員会社会教育課長）

　事務局次長　　　　　森田　安彦　　（熊谷市教育委員会社会教育課文化財保護担当副参事）

　事務局員   　　　　吉野　健　　　（熊谷市教育委員会社会教育課副課長兼文化財保護係長）

　　　　　　    　　　杉浦　朗子　　（熊谷市教育委員会社会教育課文化財保護係主査）

　　　　　　　　　　　松田　哲　　　（熊谷市教育委員会社会教育課文化財保護係主査）

　　　　　　　　　　　小島　洋一　　（熊谷市教育委員会社会教育課文化財保護係主査）

　　　　　　　　　　　藏持　俊輔　　（熊谷市教育委員会社会教育課文化財保護係主任）

　　　　　　　　　　　腰塚　博隆　　（熊谷市教育委員会社会教育課文化財保護係主任）

　　　　　　　　　　　山下　祐樹　　（熊谷市教育委員会社会教育課文化財保護係主任）

　発掘担当者　　　　　藏持　俊輔

平成 27 年度　整理調査

　主　体　者　　　　熊谷市遺跡調査会

　会　　　長　　　　　野原　晃　　　（熊谷市教育委員会教育長）

　副  会  長　　　　　米澤　ひろみ　（熊谷市教育委員会教育次長）

　理    　事　　　　　菅谷　浩之　　（熊谷市文化財保護審議会会長）

            　　　　　小野　美代子　（熊谷市文化財保護審議会委員）

　監    　事    　　　正田　知久　　（熊谷市教育委員会教育総務課長）

　事務局長     　　　山崎　実　　　（熊谷市教育委員会社会教育課長）

　事務局次長　　　　　森田　安彦　　（熊谷市教育委員会社会教育課文化財保護担当副参事）

　事務局員   　　　　吉野　健　　　（熊谷市教育委員会社会教育課副課長兼文化財保護係長）

　　　　　　    　　　松田　哲　　　（熊谷市教育委員会社会教育課文化財保護係主査）

　　　　　　　　　　　小島　洋一　　（熊谷市教育委員会社会教育課文化財保護係主査）

　　　　　　　　　　　藏持　俊輔　　（熊谷市教育委員会社会教育課文化財保護係主査）

　　　　　　　　　　　腰塚　博隆　　（熊谷市教育委員会社会教育課文化財保護係主任）

　　　　　　　　　　　山下　祐樹　　（熊谷市教育委員会社会教育課文化財保護係主任）

　　　　　　　　　　　金子　正之　　（熊谷市教育委員会社会教育課文化財保護係主任）

報告書編集・執筆者　　藏持　俊輔
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Ⅱ　遺跡の立地と環境

　熊谷市は埼玉県北部に位置する。市の南側には荒川、北側には利根川がそれぞれ西から南東方向に向っ

て流れており、両河川が最も近接する地域にある。地形的には市の西側に櫛挽台地、北・東側に妻沼低

地、南側は江南台地が広がる（第１図）。

　櫛挽台地は洪積世に形成された荒川扇状地の左岸一帯の総称で、寄居町の波久礼付近を扇頂として東

は熊谷市西部の三ヶ尻付近まで、北東方向へは熊谷市北西部の西別府付近にまで延びている。標高は約

36 ～ 54 ｍで妻沼低地に向って緩やかに下っていく。

　櫛挽台地の東側には沖積世に荒川の乱流により新たに形成された新荒川扇状地が広がっている。新荒

川扇状地は熊谷市の南西に位置する深谷市の菅沼付近を扇頂として妻沼低地へと広がっており、自然堤

防や後背湿地が発達している。また、三ヶ尻地区の荒川に面した櫛挽台地南東端には丘陵地である観音

山（標高 81 ｍ、第３紀層の残丘）があり、台地上からの比高差は約 25 ｍ、沖積地からの比高差は約

35 ｍである。

　今回報告する前中西遺跡は新荒川扇状地扇端部の自然堤防上に立地し、標高は 24 ｍ前後である。前

中西遺跡は弥生時代から近世までの複合遺跡であり、上之土地区画整理事業によって発掘調査が進行し、

各時代で成果が挙がり、その概要が明らかになりつつある。

　次に本遺跡周辺の歴史的環境を概観する。

　本遺跡周辺では縄文時代後期より遺跡が確認される。諏訪木遺跡北部及び中西遺跡からは、加曽利Ｂ

式期以降の遺物がみられ、集落の所在が確認された。山形系統やミミズク等の土偶が出土し、晩期まで

継続する様相がみられる。それ以前の時代の遺跡は、台地上や台地縁辺の低地に所在が集中している。

　本遺跡周辺は縄文時代晩期以降、痕跡が途絶えるが、弥生時代前期末から中期前半頃は藤之宮遺跡に

て若干の遺物が採取されている。確認された遺構としては、再葬墓が顕著であり、横間栗遺跡、飯塚遺

跡、飯塚北遺跡等が挙げられるが、台地縁辺部周辺地に所在が限られている。中期中頃になると新荒川

第 1図　埼玉県の地形図（前中西遺跡位置図）
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第２図　周辺遺跡分布図
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扇状地・低地への進出がみられるようになる。池上遺跡からは東日本でも最古段階の環濠集落が検出さ

れ、その墓域とみられる小敷田遺跡からは最古段階の方形周溝墓がみられ、進出の本格化が窺える。中

期後半になると、前中西遺跡、北島遺跡、そして本遺跡で集落が営まれ、墓域が形成されている。前中

西遺跡を中心としたエリアは当該期から後期初頭にかけて東日本でも屈指の遺構が集中する地点といえ

る。北島遺跡では、大規模な集落が営まれるとともに、墓域が形成されている。また、水田跡とその水

路や堰の存在が確認され、本格的な水田経営が行われていたことが判明している。後期初頭以降は藤之

宮遺跡で土器片が若干採取される程度で、遺構は確認されていない。

　古墳時代前期では、前代に引き続き諏訪木遺跡、前中西遺跡、藤之宮遺跡、北島遺跡で集落跡が確認

されたほか、諏訪木遺跡、北島遺跡、中西遺跡では墓域を検出している。箱田氏館跡では、前方後方形

周溝墓が検出された。当該期は低地への進出が活発化してきた様相が窺える。中期になると痕跡が希薄

になるが、前中西遺跡、藤之宮遺跡、中条遺跡で集落が営まれている。また中条古墳群内の鎧塚古墳、

女塚１号墳や奈良古墳群内の横塚山古墳など古墳の築造もみられる。後期に入ると、遺跡数は爆発的な

増加がみられ、奈良・平安時代まで継続するものが多い。また、古墳群も群集墳形態のものが各地で築

造され、上之古墳群もこの時期に該当する。

　律令体制の始まる奈良・平安時代には、本遺跡周辺は武蔵国幡羅郡または埼玉郡のいずれか属してい

たと想定される。遺跡は古墳時代後期より継続するものが多く、規模も大きくなる。通常の集落と様相

を異にするものがあり、諏訪木遺跡の東部では旧河川で水辺の祭祀の痕跡や、四面庇の大型掘立柱建物

跡、軸方向の合う掘立柱建物跡群を検出している。池上遺跡では９世紀代の整列した大型掘立柱建物跡

が確認されている。最たるものは、北島遺跡で台形状区画や配列された建物跡がみられ、施釉陶器を数

多く検出している。集落のほか、生産地として中条条里遺跡等今も地割の痕跡がみられるものがある。

　平安時代末から中世にかけて、武士が台頭する時期であり、成田氏館跡は成田助高から親泰までの館

跡とされるほか、久下氏館跡、市田氏館跡、河上氏館跡、箱田氏館跡、熊谷氏館跡等多くの館跡がみら

れる。また下田町遺跡は河川交通の要衝に営まれた宿と考えられている。しかしながら、中世から近世

期は依然として資料が不足し不明な点が多いのが実状である。

第１表　周辺遺跡一覧表

№ 遺跡名 時代 № 遺跡名 時代

1 前中西遺跡 弥生中 ･ 後 古墳 奈良 ･ 平安 中 ･ 近世 16 八幡山遺跡 古墳

2 藤之宮遺跡 弥生中 古墳 奈良 ･ 平安 中世 17 出口下遺跡 古墳後

3 諏訪木遺跡 縄文後 ･ 晩 弥生中 ･ 後 古墳 奈良 ･ 平安 中 ･ 近世 18 熊谷氏館跡 中世

4 箱田氏館跡  平安末～中世 19 宮町遺跡 奈良 ･ 平安 中世

5 平戸遺跡 弥生中 古墳後 平安 中 ･ 近世 20 肥塚館跡 中世

6 久下氏館跡 中世 21 出口上遺跡 奈良 ･ 平安 中 ･ 近世

7 市田氏館跡 中世 22 肥塚中島遺跡 奈良 ･ 平安 近世

8 成田氏館跡 中世 23 北島遺跡 弥生中 ･ 後 古墳 奈良 ･ 平安 中世

9 池上遺跡 弥生中 古墳 平安 24 小敷田遺跡 弥生中 古墳前 ･ 後 奈良 ･ 平安

10 古宮遺跡 縄文 弥生中 古墳前 奈良 ･ 平安 中 ･ 近世 25 中西遺跡 縄文後 ・ 晩 弥生中 ・ 後 古墳 奈良 ・ 平安

11 上河原遺跡 奈良 ･ 平安 中 ･ 近世 古墳群

12 宮の裏遺跡 古墳後 Ａ 上之古墳群 古墳後～末

13 成田遺跡 古墳後 Ｂ 肥塚古墳群 古墳後～末

14 中条条里遺跡 古墳前 ･ 中 奈良 ･ 平安 Ｃ 中条古墳群 古墳中期末～後

15 河上氏館跡 中世
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Ⅲ　遺跡の概要

１　調査の方法

　今回報告するのは、第４・５図で示す第１地点の第１調査区（分譲住宅）、第２調査区（道路）

230.00 ㎡及び、第６図で示す第２地点の第１・２調査区（分譲住宅）104.34 ㎡についてである。

　発掘調査は、重機により遺構確認面まで表土剥ぎを行った後、下記グリッドの設定を行った。なお座

標は、周辺地における過去の調査事例と整合を容易にする為、日本測地系を用いた基準点測量による。

グリッド設定後は、人力による遺構確認のための精査を実施し、確認された各遺構は各々手掘りを行っ

た。遺物は必要に応じて写真撮影・実測後、慎重に取り上げを行った。遺構についても必要に応じて写

真撮影した後、実測を行った。そして最後に遺構全体の写真撮影を行い調査を終了した。

　本報告で示すグリッドについて、過去刊行された『前中西遺跡Ⅱ』（熊谷市教育委員会 2002）及び『前

中西遺跡Ⅲ』（熊谷市教育委員会 2003）において、上之土地区画整理地内全体を一辺５ｍとするグリッ

ドが設定されており、これと同じ設定を用いた。今回報告する調査地点のグリッドについて、第１地点

は東西が 131 ～ 136、南北が 201 ～ 205 である。第２地点は東西が 72 ～ 75、南北が 203 ～ 206 である。

２　検出された遺構と遺物

　第１地点の調査で検出された遺構と遺物は、遺構が竪穴建物跡３軒、掘立柱建物跡１棟、溝跡 14 条、

土坑 13 基、柵列跡１条、性格不明遺構１基、ピット 138 基である。遺物は、弥生土器、土師器、須恵器、

石器である。弥生土器、石器は弥生時代のものであり、土師器、須恵器は古墳時代後期から奈良・平安

時代にかけての所産と考えられる。竪穴建物跡は、弥生時代中期後半が１軒、古墳時代後期が２軒検出

され、掘立柱建物跡は奈良・平安時代のものを１棟検出した。溝跡は中央から東側にかけて検出された。

その大半が時期不明であるが、第９・10・12 号溝跡は古墳時代後期と推測される。調査区を南北方向

に縦断する大溝（第１号溝跡）は、斜行して連結する第２号溝跡と一体となって機能した用水路と推察

される。また、第１号柵列跡は第１号溝跡と並行関係にあり、同時期に存在した区画施設と考えられる。

土坑は計 13 基検出し、南側の調査区に集中する傾向がみられた。特にピットが集中する西側にまとまっ

ており、掘立柱建物跡も確認されたことから、柱穴である可能性を含むものが多いといえる。性格不明

遺構は竪穴状であるが、部分的検出であり全体像は不明である。ピットは全面に散見されたが、南側の

第２調査区の西側は掘立柱建物跡の可能性がある。調査区の微地形と遺構の検出状況から、調査区東側

は集落が途切れる箇所と推察される。

　第２地点の調査で検出された遺構と遺物は、遺構が竪穴建物跡１軒、掘立柱建物跡３棟、土坑２基、ピッ

ト 10 基である。遺物は、土師器、須恵器、灰釉陶器、石器・石製品であり、主体となるのは古墳時代

後期から奈良・平安時代にかけての所産のものと考えられる。時期が判明する遺構は、竪穴建物跡と第

１号土坑であり、古墳時代後期に帰属する。そのほかは時期不明であるが、主軸方位等から掘立柱建物

跡は、同時存在ではないながらも、あまり時期差の無い遺構と思われる。

－　　－11



24
.3
00

D
D
'

8
調 査 区 外

9

No.1

No.7

No.4
D

D’

C

C’

B
’

A A’P025

P024

P2

P1

P3

P026

P027

P028

P029

P030

P031

P016

B

炉跡

調　査　区　外

24.600A A'

1
調 

査 

区 

外

P030 3

4

P025

24.600A A'

調 

査 

区 

外

1 4 7

24
.3
00

C
C
'

6 7

6 7

調 査 区 外

24
.6
00

B
B
'

1 2
3

3

P
0
2
9

5
4

P
0
2
8

SI01 土層説明
１．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含
２．2.5Y7/1 灰白色粘質土 酸化鉄含 2.5Y6/1 黄灰色土混入 ※地山に近い土だが、混入土があるため、覆土と考える
３．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大微量含
４．2.5Y7/2 灰黄色粘質土 酸化鉄含
５．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含
６．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 炭化物微量含
７．2.5Y5/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色粘質土多量含
８．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含
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Ⅳ　遺構と遺物１

　第１地点

１　竪穴建物跡

第１号竪穴建物跡（第７図）

位置　136 － 201 ～ 135 － 202 グリッドに位置する。

規模　検出範囲で長軸 4.3 ｍ、拡張を含めない短軸 3.7 ｍ、残存壁高 27 ㎝を測る。主軸の方位はＮ－

22°－Ｅを示す。東側に拡張がなされ、長軸 2.6 ｍ、短軸 0.9 ｍ、残存壁高 13 ㎝を測る。

第７図　第１号竪穴建物跡

－　　－12



第８図　第１号竪穴建物跡出土遺物

第２表　第１号竪穴建物跡出土遺物観察表

№ 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備考

1 弥生土器壺 （10.7） （5.15） - ABDEIN
外面：にぶい黄橙色 

内面：灰黄褐色
B 口縁部 35% 口縁部に縄文施文と縦長の突起の貼付文

2 弥生土器片 - （2.0） （6.6） ABH
外面：浅黄色 

内面：にぶい黄橙色
B 底部 20% 内外面磨耗顕著

3 弥生土器壺 - - - ABCDIJN 黒褐色 B 胴部片 外面縦位の羽状文 内外面磨耗

4 弥生土器壺 - - - ABCDEIN
外面：にぶい黄橙色 

内面：褐灰色
B 頸部片 二条の刺突列間に縄文充填

5 土師器坏 （12.7） （3.2） - ABHI
外面：灰黄褐色 

内面：にぶい黄褐色
B 10%

6 土師器坏 （13.8） 3.4 - ABGN 橙色 B 5% 北武蔵型坏

7 磨石 高 7.7 幅 4.1 厚 1.4 100% 砂岩製 重量 41g

8 叩石 高 13.85 幅 5.0 厚 3.25 80% 結晶片岩製 重量 287g

概要　およそ西～南側は調査区外であるが、平面形は隅丸方形とみられ、東側に拡張箇所が張り出して

いる。設備として、柱穴３基と炉を検出した。柱穴の平面形は円または楕円形を呈する。直径は50～60㎝、

深さは 30 ～ 40 ㎝である。炉跡は直径 32 ㎝の焼土範囲として検出した。

重複　本遺構はＰ 24 ～ 31 と重複し、本遺構が古い。

遺物（第８図、第２表）

　弥生土器壺、甕、土師器坏、磨石、叩石等を検出した。

　１～４は弥生土器で、１は壺の口縁部である。折り返し口縁の外面にＲＬ単節縄文が施され、縦長で

中央が窪む突起が貼付されている。２は底部片。３は甕の胴部片で、外面に６本１単位の櫛歯状工具に

よる羽状文が縦位に施されている。４は壺の頸部下半片か。３本１単位の櫛歯状工具による２条の刺突

列が施され縄文が充填されている。５・６は土師器坏で流れ込みである。５は有段口縁坏で直立気味の

口縁部が中ほどで外傾する。６は口縁部が開く坏蓋摸倣坏。７は砂岩製の偏平な磨石。８は結晶片岩製

の叩石で片面に使用痕がみられた。

時期　弥生時代中期後半
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第９図　第２・３号竪穴建物跡

第２号竪穴建物跡（第９図）

位置　133 － 203 ～ 132 － 204 グリッドに位置する。

規模　検出範囲で長軸 4.1 ｍ、短軸 2.8 ｍ、残存壁高 24 ㎝を測る。主軸の方位はＮ－ 34°－Ｗを示す。

概要　南側は調査区外であるが、平面形は概ね方形を呈する。設備として、柱穴１基を検出した。カマ

ドは第３号土坑により破壊されていると判断される。柱穴は円形で、直径は 37 ㎝、深さは 43 ㎝である。

重複　本遺構は第３号竪穴建物跡、第３号土坑、第４・11・12 号溝跡、Ｐ 52 ～ 61 と重複する。本遺構は、
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第 10 図　第２号竪穴建物跡出土遺物

第３表　第２号竪穴建物跡出土遺物観察表

№ 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備考
1 弥生土器壺 - （6.1） - ABGKN 黄灰色 B 頸部 10% 頸部縄文施文と沈線一条

2 弥生土器壺 - （8.3） - ABHIN
外面：灰黄色 

内面：黄灰色
B 頸部 20% 頸部波状文と沈線二条

3 土師器坏 （11.3） （3.0） - ACK にぶい黄橙色 B 25%

4 土師器坏 （12.8） （3.5） - ACIK 黄橙色 B 10%

5 土師器坏 （11.9） （2.9） - ABEIJK
外面：にぶい褐色 

内面：灰褐色
B 10%

6 土師器坏 （12.8） （3.4） - ABGI
外面：にぶい橙色 

内面：にぶい褐色
B 5%

7 土師器甑 （2.0） （3.0） - ABE にぶい黄橙色 B 取手部

8 土師器甑 （16.4） （4.2） - ADHIN 橙色 B 口縁部 10%

9 土師器鉢 （21.6） （5.95） - D 灰白色 B 口縁部 10%

10 土師器壺 （14.2） （3.85） - ABEIM にぶい橙色 B 口縁部 10%

11 土師器甕 - （1.8） （5.35） ABEIN
外面：赤褐色 

内面：にぶい赤色
B 底部 70%

12 土師器甕 - （4.5） （6.4） ABDHK
外面：明赤褐色 

内面：褐色
B 底部 30%

13 土師器甕 - - - ABJKN
外面：にぶい黄橙色 

内面：黒褐色
B 胴部片

14 叩石 高（3.8） 幅（3.2） 厚 2.6 先端部 砂岩製 重量 36g 片端使用

第３号土坑、第４・11・12 号溝跡、Ｐ 52 ～ 61 より古く、第３号竪穴建物跡より新しい。

遺物（第 10 図、第３表）

　弥生土器壺、土師器坏、甑、鉢、壺、甕、叩石等を検出した。

　１・２は弥生土器壺の頸部片で、流れ込みの遺物と判断される。１は一条の沈線が廻り、上部に縄文

が施文される。２は上部に波状文を施し、以下に２条の沈線が廻る。３～６は土師器坏である。口縁部

が大きく開く形状であり、３・４・６は坏蓋摸倣坏、５は有段口縁坏である。７・８は土師器甑である。

７は胴部に付される取手部片。８は直線的に外傾する口縁部片である。９は土師器鉢である。口縁と胴

部の境界が軽くくびれ、口縁部はゆるく外反しながら伸びる。10 は土師器壺で肥厚し外反する口縁部

片である。11・12・13 は土師器で甕とみられる。11・12 は底部片で、11 は小型、12 は大型の底部であ

る。13 は胴部片。14 は砂岩製叩石の先端部片である。先端部には使用痕がみられた。

時期　７世紀第３四半期
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第 11 図　第３号竪穴建物跡出土遺物

第４表　第３号竪穴建物跡出土遺物観察表

№ 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備考

1 土師器坏 （11.0） （2.0） - ABEIN
外面：橙色 

内面：にぶい橙色
B 10%

2 土師器坏 （11.8） （4.0） - ABJ
外面：黒褐色 

内面：にぶい黄橙色
B 20%

3 土師器坏 （12.0） （2.9） - ABCD 赤褐色 B 10%

4 土師器坏 （11.6） （2.35） - ABEK 赤色 B 5% 内外面赤彩有り

5 土師器甕 （20.3） （4.1） - ABEIK 橙色 B 口縁部 10%

6 土師器甕 （15.0） （2.4） - BDO
外面：にぶい橙色 

内面：浅黄橙色
B 口縁部 10%

7 土師器甕 （13.9） （3.1） - BH 灰白色 B 口縁部 10%

8 土師器壺 - - - ABDEKN
外面：にぶい黄橙色 

内面：橙色
B 胴部片

9 土師器甕 - - - AIKNO
外面：褐灰色 

内面：にぶい黄橙色
B 胴部片

10 土師器甕 - （4.3） （5.2） AHI
外面：赤褐色 

内面：にぶい黄褐色
B 底部 30%

11 叩石 高 11.1 幅 4.5 厚 2.6 100% 砂岩製 重量 206g

第３号竪穴建物跡（第９図）

位置　134 － 203 ～ 133 － 204 グリッドに位置する。

規模　検出範囲で長軸 3.7 ｍ、短軸 3.1 ｍ、残存壁高 11 ㎝を測る。主軸の方位はＮ－ 25°－Ｗを示す。

概要　南側は調査区外、東・西側は重複する遺構に切られ、平面形も含めて不明な点が多い。北東側の

壁面のみ遺存している。平面図に付した破線は、調査環境の影響で断面の把握が困難であったため、最

小規模を想定したものである。また、第 13 号溝跡は本遺構の壁溝の可能性が高いが、念のため溝跡と

しての遺構番号を付した。設備として、柱穴２基を検出した。カマドの位置は不明である。柱穴は円ま

たは楕円形を呈し、直径は 55 ～ 60 ㎝、深さは 55 ㎝である。

重複　本遺構は第２号竪穴建物跡、第２・13号溝跡、Ｐ58～64と重複する。本遺構は、第２号竪穴建物跡、

第２号溝跡、Ｐ 58 ～ 64 より古い。第 13 号溝跡との時期差は見出せなかった。

遺物（第 11 図、第４表）

　土師器坏、壺、甕、叩石等を検出した。
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P1 土層説明 ( D ー D’)
１．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大含
２．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ2 ㎝大多量含
３．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大多量含
４．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ5 ㎜　大少量含
５．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大少量含

P2 土層説明 ( E ー E’)
１．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ2 ㎝大含
２．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ3 ㎝大多量含
３．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 炭化物微量含

P3 土層説明 ( F ー F’)
１．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大多量含 焼土・炭化物微量
２．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大含

P4 土層説明 ( G ー G’)
１．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大含
２．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大少量含
３．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大含

P5 土層説明 ( H ー H’)
１．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ5 ㎜大少量含
２．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含
３．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ5 ㎜大微量含

P6 土層説明 ( I ー I ’)
１．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大含
２．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大少量含
３．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ3 ㎝大多量含
４．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大微量含

P7 土層説明 ( J ー J’)
１．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大含
２．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ2 ㎝大多量含
３．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含

P8 土層説明 ( K ー K’)
１．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ5 ㎜大微量含
２．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ3 ㎝大含 炭化物含
３．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大少量含
４．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大含

P11 土層説明 ( N ー N’)
１．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ2 ㎝大含
２．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ5 ㎝大多量含
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第 12 図　第１号掘立柱建物跡
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　１～４は土師器坏である。１・２は坏蓋摸倣坏である。１は口縁部が大きく開く形状であり、２は幅

広の口縁部が軽く開く形状である。３・４は口縁部が「Ｓ」字状に屈曲する比企型坏である。４は内外

面が赤彩されている。５～７は土師器甕または壺の口縁部片である。５は口縁部が水平近くまで開き、

口端が軽く直立する。６は薄手、７は肥厚する。８～ 10 は土師器壺・甕の胴～底部片である。８は胴

張形状となる壺である。９・10 は甕である。11 は砂岩製の叩石で片端に使用痕がみられた。

時期　７世紀第２四半期か

２　掘立柱建物跡

第１号掘立柱建物跡（第 12 図） 

位置　135 － 203・204、134 － 204 グリッドに位置する。

概要　２間×３間となる南北棟の総柱建物跡である。梁行は 3.0 ｍ、桁行は推定で 4.4 ｍを測り、推定

面積は 13.2 ㎡となる。柱間は、梁行が西から 1.4 ｍ－ 1.6 ｍである。桁行が北から 1.5 ｍ－ 1.3 ｍ－

1.6 ｍ、を測る。主軸方位はＮ－ 34°－Ｅである。柱穴掘方は概ね円形を呈するものとみられるが、重

複等の影響で乱れている。長径は 60 ～ 80 ㎝であり、深さは確認面から 65 ～ 85 ㎝である。

遺物（第 13 図、第５表）

　１・２は土師器で北武蔵型坏である。口縁が内湾し、ケズリの位置が高く丸底となるもの。

第 13 図　第１号掘立柱建物跡出土遺物

第５表　第１号掘立柱建物跡出土遺物観察表

№ 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備考

1 土師器坏 （11.7） （3.5） - ABEI 橙色 B 10% Ｐ９より出土

2 土師器坏 （10.0） （1.8） - AB 橙色 B 5% Ｐ９より出土

重複　第６・７号土坑と重複する。本遺構は第７

土坑より古く、第６号土坑より新しい。

時期　７世紀末～８世紀初頭

３　溝跡

　
第１号溝跡（第 14 図） 

位置　134 － 202・203 グリッドに位置する。

規模　検出範囲で長さ 3.3 ｍ、幅 1.3 ～ 1.5 ｍ、深さ 15 ～ 47 ㎝を測る。走行軸の方位はＮ－ 52°－

Ｗを示す。

概要　北東－南西方向へ流れる大溝で、断面形は逆台形を呈する。第２号溝跡と一体となって機能してい

たと考えられる。中程が深くなっているが、第２号溝跡との連結箇所が浅くなっている。Ｐ７～９は本遺

構に架けられていた橋の橋脚の痕跡の可能性がある。第２号溝跡と並行する第１号柵列跡が、本遺構の連

結箇所で途切れることから、用水路の機能以外に区画施設としての性質を備えていた可能性が考えられる。

重複　第２・３号溝跡、Ｐ６・７と重複する。本遺構は第３号溝跡より古い。第２号溝跡、Ｐ６・７に
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第 15 図　第１号溝跡出土遺物

第 14 図　第１号溝跡

第６表　第１号溝跡出土遺物観察表

№ 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備考
1 土師器坏 （13.2） 3.1 - ABDH にぶい橙色 B 10%

2 土師器坏 （12.0） （3.4） - ABIN 橙色 B 10%

3 土師器坏 （10.0） （1.9） - ABDIN 橙色 B 10%

4 土師器坏 （11.6） （1.5） - ABCN 橙色 B 10%

5 土師器甕 （20.9） （2.9） - ABEK にぶい橙色・橙色 B 口縁部 10%

6 弥生土器壺？ - （3.15） （4.4） HKN 黒褐色 B 底部 30% 内外面磨耗顕著

7 土師器甕 - - - ABEH にぶい橙色 B 胴部片

8 土師器甕 - - - ABEIK
外面：にぶい橙色 

内面：浅黄橙色
B 胴部片

9 須恵器坏 - - （9.7） ABIN 灰色 A 底部片 南比企産 底部外面回転ヘラケズリ

10 須恵器蓋 - （2.3） - AB 灰白色・灰黄褐色 A 20% 東海産 外面釉薬 ボタン状つまみ

11 須恵器甕 - - - ABDI 灰色 A 胴部片 末野産 内面同心円状あて具痕 外面平行タタキ

12 叩石 高 11.7 幅 4.8 厚 3.9 100% 砂岩製 重量 305g
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第 16 図　第２号溝跡

切られるが、覆土は概ね同様であり、ほとんど時期差がないと判断される。

遺物（第 15 図、第６表）

　弥生土器壺、土師器坏、甕、須恵器坏、蓋、甕、叩石等を検出した。

　１～４は土師器坏である。１は有段口縁坏、２・３は北武蔵型坏で、２は丸底を呈する。４は比企型

坏の口縁部片である。５は土師器甕の口縁部片で「く」字

状に外反する。６は弥生土器壺または甕の底部片で流れ込

みである。７・８は土師器甕の胴部片。９は須恵器坏の底

部片で、南比企産である。外面にヘラケズリが施されてい

る。10 は東海産の須恵器蓋である。ボタン状つまみが付

され、外面に釉薬が施されている。流れ込みか。11 は須

恵器甕の胴部片で外面に平行タタキ、内面に同心円状の青

海波当て具の痕跡がみられる。12 は砂岩製叩石で、流れ

込みである。

時期　７世紀後半～８世紀初頭

第２号溝跡（第 16 図） 

位置　135 － 201 ～ 133 － 204 グリッドに位置する。

規模　検出範囲で長さ 15.8 ｍ、幅 1.1 ～ 1.5 ｍ、深さ 48

㎝を測る。走行軸の方位はＮ－ 17°－Ｅを示す。

概要　第１・２調査区にまたがって検出された。ほぼ南北

方向へ流れる大溝で、断面形は逆台形を呈する。第１号溝

跡と一体となって機能していたと考えられる。本遺構の西

側に並行する第１号柵列跡が、第１号溝跡の連結箇所で途

切れることから、用水路の機能以外に区画施設としての性

質を備えていた可能性が考えられる。

重複　第３号竪穴建物跡、第１・13 号溝跡、第１号性格

不明遺構、Ｐ９・66・68 と重複する。本遺構はＰ 66・68
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第 17 図　第２号溝跡出土遺物

第７表　第２号溝跡出土遺物観察表

№ 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備考
1 土師器坏 （9.7） （2.6） - AEI にぶい褐色 B 15%

2 土師器坏 （12.6） （3.0） - BIN 橙色 B 15%

3 土師器坏 （12.7） （2.6） - K にぶい黄橙色 B 10%

4 土師器坏 （11.5） （2.2） - ABK 橙色 B 10%

5 土師器坏 （11.2） （2.2） - ABCDEIN 橙色 B 10%

6 土師器坏 （9.6） （1.8） - ABN 橙色 B 10%

7 土師器坏 （10.3） （2.5） - ABCDEIN 明赤褐色 B 10% 内外面赤彩有り

8 土師器皿 （17.4） （2.2） - HIK にぶい橙色 B 10%

9 土師器甕 （18.8） （1.7） - ABDEIN にぶい橙色 B 口縁部 25%

10 土師器甕 - （1.6） （5.4） ADIK
外面：橙色 

内面：にぶい黄橙色
B 底部 20%

11 土師器甕 - - - ABEIKN 橙色 B 胴部片

12 須恵器坏 （11.6） （4.3） - ABN
外面：灰白色 

内面：灰黄色
B 5%

13 須恵器坏 （14.0） （4.6） - ABEN
外面：褐灰色 

内面：黄灰色
C 10%

14 須恵器壺 - - - ABE 灰色 A 胴部片 内面あて具痕 外面カキ目

15 須恵器蓋 （13.7） （2.2） - A 灰色 B 30% 南比企産

16 須恵器蓋 - （1.6） - AI 灰色 B 10%

17 打製石斧 高 12.0 幅 6.7 厚 2.6 100% 粘板岩製 重量 260g

18 磨石 高 8.2 幅 3.3 厚 3.3 100% 閃緑岩製 重量 228g

19 磨石 高 10.7 幅 5.5 厚 1.5 100% 結晶片岩製 重量 149g

20 叩石 高 10.5 幅 5.3 厚 3.6 100% 閃緑岩製 重量 320g
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より古く、第３号竪穴建物跡、第 13 号溝跡、第

１号性格不明遺構より新しい。第１号溝跡、Ｐ９

を切るが、覆土は概ね同様であり、ほとんど時期

差がないと判断される。

遺物（第 17 図、第７表）

　土師器坏、皿、甕、須恵器坏、壺、蓋、打製石

斧、磨石、叩石等を検出した。

　１～７は土師器坏である。１は口縁部が直立す

る坏蓋摸倣坏または口端部がやや屈曲しており比

企型坏か。２～６は北武蔵型坏で、口縁部が内湾

または直立するもの。７は比企型坏で内外面に赤

彩が施される。８は皿で口縁部が大きく開き口

端が水平気味に外傾する形状。９～ 11 は土師器

甕。９は口縁部が水平方向に開く。10は底部片で、

11 は胴部片である。12・13 須恵器坏である。体

部が直線的に外傾し、器高が高い。14 は須恵器

壺の肩部片である。外面にカキ目が施され、内面

に当て具痕がみられる。15・16は須恵器蓋である。

17 ～ 19 は石器で、流れ込みである。17 は粘板

岩製の打製石斧である。18・19 は磨石で、18 は

閃緑岩製、19 は結晶片岩製で偏平な形状である。

20 は閃緑岩製の叩石である。

時期　７世紀後半～８世紀初頭

第３号溝跡（第 18 図） 

位置　134 － 201・202 グリッドに位置する。

規模　検出範囲で長さ 4.4 ｍ、幅 0.3 ｍ、深さ 15

㎝を測る。走行軸の方位はＮ－ 15°－Ｗを示す。

概要　南北方向へ流れる溝で、断面形は逆台形を

呈する。南北方向ともに調査区外となり延長は不

明。

重複　第１号溝跡、第 13 号土坑、Ｐ６と重複す

る。本遺構は第 13 号土坑より古く、第１号溝跡、

Ｐ６より新しい。

遺物　遺物は検出されなかった。

時期　時期不明だが、７世紀後半以降である。

第４号溝跡（第 18 図） 

位置　131 － 203 ～ 132 － 204 グリッドに位置す

る。

規模　検出範囲で長さ 8.1 ｍ、幅 0.3 ～ 0.5 ｍ、

深さ 22 ㎝を測る。走行軸の方位はＮ－ 72°－Ｅ

を示す。

概要　東西方向へ流れる溝で、断面形は逆台形を

呈する。東側は調査区外となり延長は不明。西側

は深度が浅くなり、第２号竪穴建物跡上で途切れ

る。

重複　第２号竪穴建物跡、第６・７・８・９・10

号溝跡、Ｐ 44・45 と重複する。本遺構は第２号

竪穴建物跡、第６・７・８・９・10 号溝跡、Ｐ

44・45 より新しい。

遺物（第 20 図、第８表）

　流れ込みの弥生土器甕の胴部片を検出した。

時期　時期不明である。

第５号溝跡（第 18 図） 

位置　131 － 203 グリッドに位置する。

規模　検出範囲で長さ 1.3 ｍ、幅 0.3 ｍ、深さ

10 ㎝を測る。走行軸の方位はＮ－ 66°－Ｅを示

す。

概要　東西方向へ流れる溝で、断面形は逆台形を

呈する。東側は調査区外となり延長は不明。西側

は深度が浅くなり途切れる。

重複　重複する遺構はない。

遺物（第 20 図、第８表）

　土師器坏、甕及び叩石が出土した。１・２は土

師器。１は坏身模倣坏で内外面に赤彩が施される。

２は甕の底部片。３は砂岩製の叩石で流れ込みで

ある。

時期　７世紀前半か

第６号溝跡（第 18 図） 

位置　131 － 203・204 グリッドに位置する。
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規模　検出範囲で長さ 5.0 ｍ、幅 0.4 ～ 0.7 ｍ、

深さ 25 ㎝を測る。走行軸の方位はＮ－６°－Ｗ

を示す。

概要　南北方向へ流れる溝で、断面形は逆台形を

呈する。南北方向とも調査区外となり延長は不明。

走行方向は第７号溝跡に並行している。

重複　第４号溝跡、Ｐ 33・35・36・37 と重複する。

本遺構は第４号溝跡より古く、Ｐ 33・35・36・

37 より新しい。

遺物（第 20 図、第８表）

　土師器坏、甕が出土した。１は坏で、坏蓋摸倣

坏である。２は甕の胴部片である。

時期　７世紀中頃

第７号溝跡（第 18 図） 

位置　131 － 203 ～ 132 － 204 グリッドに位置す

る。

規模　検出範囲で長さ 4.9 ｍ、幅 0.6 ～ 0.8 ｍ、

深さ７～ 17 ㎝を測る。走行軸の方位はＮ－３°

－Ｗを示す。

概要　南北方向へ流れる溝で、断面形は逆台形を

呈する。南北方向とも調査区外となり延長は不明。

走行方向は第６号溝跡に並行している。

重複　第４号溝跡、Ｐ 38・39・40・41・42 と重

複する。本遺構は第４号溝跡、Ｐ 39・40 より古く、

Ｐ 38・41・42 より新しい。

遺物（第 20 図、第８表）

　叩石及び土師器甕が出土したがいずれも流れ込

みか。１は礫岩製の叩石で、断面形状が長方形で

ある。２は土師器甕の胴部片である。

時期　時期不明である。

第８号溝跡（第 19 図） 

位置　132 － 203・204 グリッドに位置する。

規模　検出範囲で長さ 4.0 ｍ、幅 0.4 ｍ、深さ 12

㎝を測る。走行軸の方位はＮ－ 20°－Ｗを示す。

概要　南－北東方向へ緩やかな弧を描いて流れる

溝で、断面形は逆台形を呈する。北側は調査区外

となり、南側は第７号溝跡に切られ延長は不明。

重複　第４・７号溝跡、Ｐ 43 と重複する。本遺

構は第４・７号溝跡より古く、Ｐ 43 より新しい。

遺物　遺物は検出されなかった。

時期　時期不明である。

第９号溝跡（第 19 図） 

位置　133 － 203 ～ 132 － 204 グリッドに位置す

る。

規模　検出範囲で長さ 6.3 ｍ、幅 1.2 ～ 0.8 ｍ、

深さ 12～ 24㎝を測る。走行軸の方位はＮ－50° 

－Ｅを示す。

概要　北西－南東方向へ流れる溝で、断面形は箱

形を呈する。南北方向は調査区外となり、延長は

不明である。

重複　第４・10 号溝跡と重複し、本遺構が古い。

遺物（第 20 図、第８表）

　土師器坏、甕、須恵器坏、甕、叩石、弥生土器

壺、甕等を検出した。１～３は土師器坏である。

１は坏身模倣坏、２は有段口縁坏、３は坏蓋摸倣

坏である。４～８は土師器甕である。４は口縁が

外に開く長胴甕。５・６は直立気味の口縁が外反

する形状の甕または壺か。７は胴部片。８は底部

片である。９は須恵器で坏身である。10・11 は

須恵器甕である。10 は頸部片。11 は胴部片で外

面に平行叩き、内面に同心円状の当て具痕がみら

れる。12 は頁岩製の叩石である。13・14 は弥生

土器。13 は甕の胴部片で、外面に３条の沈線が

みられる。14 は壺とみられる底部片。

時期　７世紀前半

第 10 号溝跡（第 19 図） 

位置　133 － 203 ～ 132 － 204 グリッドに位置す

る。
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規模　検出範囲で長さ 4.0 ｍ、幅 0.4 ｍ、深さ

12 ㎝を測る。走行軸の方位はＮ－ 45°－Ｗを示

す。

概要　南－北東方向へ緩やかな弧を描いて流れる

溝で、断面形は逆台形を呈する。北側は調査区外

となり、南側は第７号溝跡に切られ延長は不明。

重複　第４・９号溝跡、Ｐ 45・49 と重複する。

本遺構は第４号溝跡より古く、第９号溝跡より新

しい。Ｐ 45・49 との時期差は不明である。

遺物　遺物は検出されなかった。

時期　時期不明である。

第 11 号溝跡（第 19 図） 

位置　132 － 204 グリッドに位置する。

規模　検出範囲で長さ 0.9 ｍ、幅 0.2 ｍ、深さ

16 ㎝を測る。走行軸の方位はＮ－ 85°－Ｅ。

概要　東－西方向へ流れる溝で、断面形はＵ字形

を呈する。西側は第２号竪穴建物跡上で途切れ、

東側は第 10 号溝跡、Ｐ 45 と重複し、延長は不明。

重複　第 10 号溝跡、Ｐ 45 と重複する。本遺構と

第 10 号溝跡、Ｐ 45 との時期差不明。

遺物（第 20 図、第８表）

　流れ込みとみられる土師器甕を検出した。１は

胴部片である。

時期　時期不明である。

第 12 号溝跡（第 19 図） 

位置　133－203～132－204グリッドに位置する。

規模　検出範囲で長さ 4.2 ｍ、幅 0.3 ｍ、深さ

22 ㎝を測る。走行軸の方位はＮ－ 55°－Ｗ。

概要　北西－南東方向へ流れる溝で、断面形は箱

形を呈する。北側は調査区外となり、南側は第２

号竪穴建物跡と重複し、延長は不明である。

重複　第２号竪穴建物跡、第２号土坑、Ｐ 48・

51・53 と重複する。本遺構は第２号土坑、Ｐ 51

より古く、Ｐ 48・53 より新しい。

遺物（第 20 図、第８表）

　土師器壺が出土した。１は口縁部片である。

時期　７世紀第３四半期

第 13 号溝跡（第 19 図） 

位置　133・134 － 204 グリッドに位置する。

規模　検出範囲で長さ 3.3 ｍ、幅 0.7 ～ 0.3 ｍ、

深さ 11 ㎝を測る。走行軸の方位はＮ－ 67°－Ｗ

を示す。

概要　西南－東北方向へ流れる溝で、133-134 グ

リッドの境付近で屈曲し幅も広がりピット状の落

ち込みがある。断面形は逆台形を呈する。東側は

第２号竪穴建物跡に切られ、西側は第２号溝跡に

切られ延長は不明だが、第 14 号溝跡につながる

可能性がある。また、第３号竪穴建物跡の壁溝の

可能性があるが、溝跡としても記載しておく。

重複　第２号竪穴建物跡、第２号溝跡と重複し、

本遺構が古い。

遺物　遺物は検出されなかった。

時期　６世紀末～７世紀中頃

第 14 号溝跡（第 19 図） 

位置　134 － 204 グリッドに位置する。

規模　検出範囲で長さ 3.0 ｍ、幅 0.2 ｍ、深さ

12 ㎝を測る。走行軸の方位はＮ－ 43°－Ｅ。

概要　北東－南西方向へ流れる溝で、断面形は逆

台形を呈する。東側は第２号溝跡に切られ、西側

は第６号土坑内で途切れ延長は不明である。

重複　第２号溝跡、第５・６号土坑、第１号柵列、

Ｐ 66・69 と重複する。本遺構は第２号溝跡、第５・

号土坑、第１号柵列、Ｐ 69 より古く、Ｐ 66 より

新しい。

遺物　遺物は検出されなかった。

時期　時期不明である。
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第 20 図　第４～７・９・11・12 号溝跡出土遺物
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第８表　第４～７・９・11・12 号溝跡出土遺物観察表

№ 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備考

04-01 弥生土器甕 - - - ABDEHKN
外面：黄灰色 

内面：灰黄褐色
B 胴部片 内外面磨耗

05-01 土師器坏 （10.0） （3.6） - ABEHIKN 赤色 B 20% 内外面赤彩有り

05-02 土師器甕 - （3.3） （7.2） ABDI
外面：灰褐色 

内面：褐灰色
B 底部 25%

05-03 叩石 高（9.1） 幅（4.8） 厚（3.6） 70% 砂岩製 重量 216g

06-01 土師器坏 （11.55） （2.7） - HI
外面：にぶい橙色 

内面：橙色
B 30%

06-02 土師器甕 - - - IK
外面：黒色 

内面：にぶい黄橙色
B 胴部片

07-01 叩石 高 12.0 幅 4.0 厚 2.6 95% 礫岩製 重量 188g

07-02 土師器甕 - - - ABEIN
外面：灰褐色 

内面：灰黄褐色
B 胴部片

09-01 土師器坏 （10.45） （3.4） - ABHIK 褐灰色 B 20%

09-02 土師器坏 （11.3） （3.0） - ABEI 橙色 B 10%

09-03 土師器坏 （11.3） （2.5） - ABHI にぶい黄褐色 B 20%

09-04 土師器甕 （15.8） （2.3） - ABCDEIN にぶい橙色 B 口縁部 20%

09-05 土師器甕 （18.2） （4.6） - ABDHIMN にぶい黄橙色 B 口縁部 20%

09-06 土師器甕 （15.5） （4.1） - ABCHI
外面：灰黄褐色 

内面：にぶい黄橙色
B 口縁部 10%

09-07 土師器甕 - - - ABCDEIN
外面：橙色 

内面：黒褐色
B 胴部片

09-08 土師器甕 - （1.9） （6.0） ABIM にぶい橙色 B 底部 25%

09-09 須恵器坏身 （10.9） （2.4） - ABN 灰白色 B 15%

09-10 須恵器甕 - - - ABI 灰色 B 頸部片

09-11 須恵器甕 - - - AC 灰色 B 胴部片 内面同心円状あて具痕 外面平行タタキ

09-12 叩石 高 12.4 幅 4.4 厚 3.0 100% 頁岩製 重量 248g

09-13 弥生土器甕 - - - ABDIN 黒褐色 B 胴部片 外面横位の沈線３条

09-14 弥生土器壺 - （3.4） （5.0） ABHI
外面：明褐灰色 

内面：褐灰色
B 底部 25%

11-01 土師器甕 - - - ABEIJN
外面：にぶい赤褐色 

内面：黒褐色
B 胴部片

12-01 土師器壺 （17.6） （5.0） - ABN
外面：にぶい黄橙色 

内面：浅黄橙色
B 口縁部 20%

４　土坑

　
第１号土坑（第 21 図） 

位置　131 － 203・204 グリッドに位置する。

規模　検出範囲で長軸 1.3 ｍ、短軸 0.4 ｍ、深さ

10 ～ 23 ㎝を測る。

概要　平面形は楕円形状とみられ、東・南側が調

査区外となり全容は不明である。西壁沿いにピッ

ト状の落ち込みがみられた。

重複　重複する遺構はない。

遺物　遺物は検出されなかった。

時期　時期不明である。

第２号土坑（第 21 図） 

位置　133 － 203 グリッドに位置する。

規模　検出範囲で長軸 0.8 ｍ、短軸 0.6 ｍ、深さ

12 ㎝を測る。

概要　平面形は楕円形状である。小規模な土坑で

あったが、良好な遺物を検出した。

重複　第 12 号溝跡、Ｐ 51 と重複する。本遺構は

第 12 号溝跡より新しく、Ｐ 51 より古い。

遺物（第 22 図、第９表）

　土師器坏・鉢・甕が出土した。１は土師器坏で

坏蓋摸倣坏である。３は土師器鉢で、口縁部と体

部の境は段がみられる。口縁部はナデにより調整

され圧痕が廻る。体～底部はケズリにより調整さ

れている。２、４～６は土師器甕である。２は底

部片、４は口縁部片、５・６は胴部片である。

時期　７世紀後半

第３号土坑（第 21 図） 

位置　133 － 203・204 グリッドに位置する。

規模　検出範囲で長軸 1.3 ｍ、短軸 1.0 ｍ、深さ

20 ㎝を測る。

概要　平面形は円または楕円形状とみられる。第
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SK01 土層説明
１．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大含 焼土少量含

SK02 土層説明
１．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 焼土少量含 炭化物微量含

SK05 土層説明
１．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 焼土・炭化物含

SK06 土層説明
１．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含
            2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大含 炭化物微量含
２．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 焼土・炭化物微量含

SK12 土層説明
１．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ5 ㎜大微量含
２．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大少量含

SK09 土層説明
１．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 焼土・炭化物微量含
２．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含
            2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大多量含

SK10 土層説明
１．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含
            2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ5 ㎜大少量含

SK08 土層説明
１．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 焼土・炭化物微量含
２．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ3 ㎝大多量含
３．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大含
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２号竪穴建物跡北壁に位置し、本遺構がカマドを

壊している可能性がある。

重複　第２号竪穴建物跡、Ｐ 50 と重複する。本

遺構はＰ 50 より古く、第２号竪穴建物跡より新

しい。

遺物　遺物は検出されなかった。

時期　時期不明である。

第４号土坑（第 21 図） 

位置　134 － 204 グリッドに位置する。

規模　検出範囲で長軸 1.1 ｍ、短軸 0.6 ｍ、深さ

5～ 27 ㎝を測る。

概要　平面形は隅丸方形状か。南側を調査区外で

欠く。形状からは、柱穴掘方のようにみえるが、

関連柱穴含め全容が不明なため土坑として取り

扱った。

重複　第１号柵列跡と重複し、本遺構が新しい。

遺物　遺物は検出されなかった。

時期　時期不明である。

第５号土坑（第 21 図） 

位置　134・135 － 204 グリッドに位置する。

規模　検出範囲で長軸 1.5 ｍ、短軸 1.2 ｍ、深さ

4㎝を測る。

概要　平面形は楕円～隅丸長方形状とみられ、東

側を第 14 号溝跡に切られる。

重複　第６号土坑、Ｐ 72・73・74 と重複する。

本遺構は第６号土坑、Ｐ 72・73・74 より新しい。

遺物（第 22 図、第９表）

　土師器甕、須恵器蓋が出土した。１～３は土師

器甕で、１は口縁部が水平方向に開き、胴部には

縦位のヘラケズリが施される。２は胴部片、３は

底部片である。４は須恵器蓋である。

時期　７世紀後半

第６号土坑（第 21 図） 

位置　134・135 － 204 グリッドに位置する。

規模　検出範囲で長軸 1.4 ｍ、短軸 1.3 ｍ、深さ

6㎝を測る。

概要　平面形は隅丸方形状とみられ、北東側を第

５号土坑に切られる。

重複　第１号掘立柱建物跡、第５号土坑、Ｐ 78

と重複する。本遺構は第１号掘立柱建物跡、第５

号土坑より古く、Ｐ 78 より新しい。

遺物　遺物は検出されなかった。

時期　７世紀後半

第７号土坑（第 21 図） 

位置　135 － 204 グリッドに位置する。

規模　検出範囲で長軸 2.0 ｍ、短軸 1.4 ｍ、深さ

12 ㎝を測る。

概要　平面形は不整楕円形である。北側が調査区

外であり全容は不明。

重複　第１号掘立柱建物跡、Ｐ 103・104 と重複

する。本遺構は第１号掘立柱建物跡、Ｐ 103・

104 より新しい。

遺物（第 22 図、第９表）

　土師器坏、鉢、甕、壺、須恵器坏、蓋、甕、磨石、

叩石が出土した。１～７は土師器坏である。１～

５は北武蔵型坏である。内湾・直立する口縁部に

底部は丸底～丸底風となる形状である。６・７は

内面に放射暗文が施される坏としたが、６は皿に

近い形状。８は土師器鉢または埦である。内湾す

る口縁部に丸底となる形状である。11 は土師器

壺の頸部片である。９・10・12 ～ 15 は土師器甕

である。９は口径が小さく外に開く形状。流れ込

みか。10 は小形で口縁部が直立する。12 は底部

片、13 ～ 15 は胴部片である。16 は須恵器坏で、

底部外面にヘラケズリが施される。17・18 は須

恵器蓋である。19・20 は須恵器甕である。19 は

小型で口縁部が直立気味の形状。20 は胴部片で
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第 22 図　第２・５・７号土坑出土遺物
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第 23 図　第８～ 12 号土坑出土遺物

外面に平行タタキとカキ目が施され、内面に同心

円状の当て具痕がみられる。21 は閃緑岩製の磨

石。22 は砂岩製の叩石である。

時期　７世紀末から８世紀前半か

第８号土坑（第 21 図） 

位置　136 － 204 グリッドに位置する。

規模　検出範囲で長軸 2.6 ｍ、短軸 1.3 ｍ、深さ

34 ㎝を測る。

概要　平面形は隅丸長方形か。西側は調査区外で

あり、全容は不明である。

重複　Ｐ 88・102・136・137・138 と重複する。

本遺構はＰ 88・136・138 より古い。Ｐ 102 より

新しい。Ｐ 137 との時期差不明である。

遺物（第 23 図、第９表）

　土師器坏、埦、壺、甕、壺、須恵器甕、蓋、釘

が出土した。１～４は土師器坏である。１～３は

北武蔵型坏で、口縁部が内湾・直立する形状であ

る。４は比企型坏か。５は土師器で埦形態のもの。

６は小型壺の口縁部片。７～９は土師器甕で、７

は長胴甕の口縁部片、８・９は胴部片である。10

～ 12 は須恵器甕で、10 は外面に櫛描波状文が施

されている。11 は口縁部片、12 は胴部片。13 は

須恵器蓋で無鈕のもの。14 は鉄製品の角釘。
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時期　７世紀後半

第９号土坑（第 21 図） 

位置　135 － 204 グリッドに位置する。

規模　検出範囲で長軸 0.7 ｍ、短軸 0.6 ｍ、深さ

16 ㎝を測る。

概要　平面形は隅丸方形である。明確にしえな

かったが、本遺構はＰ 91 と一体となった柱穴掘

方の可能性がある。

重複　Ｐ 90・91・94 と重複する。本遺構はＰ 90

より古い。また本遺構はＰ 91 と同時期または新

しい可能性がある。Ｐ 94 との時期差は不明。

遺物（第 23 図、第９表）

　土師器甕を検出した。１は胴部片である。

時期　時期不明である。

第 10 号土坑（第 21 図） 

位置　135 － 204 グリッドに位置する。

規模　検出範囲で長軸 0.6 ｍ、短軸 0.5 ｍ、深さ

16 ㎝を測る。

概要　平面形は楕円形である。明確にしえなかっ

たが、本遺構はＰ 91 と一体となった柱穴掘方の

可能性がある。

重複　第１号掘立柱建物跡、Ｐ 87・89 と重複する。

本遺構は第１号掘立柱建物跡、Ｐ 87・89 より新

しい。

遺物（第 23 図、第９表）

　土師器甕を検出した。１は底部片、２は口縁が

水平に開く長胴甕である。

時期　７世紀後半

第 11 号土坑（第 21 図） 

位置　135 － 204 グリッドに位置する。

規模　検出範囲で長軸 0.6 ｍ、短軸 0.3 ｍ、深さ

29 ㎝を測る。

概要　平面形は隅丸方形か。明確にしえなかった

が、本遺構はＰ 113 と一体となった柱穴掘方の可

能性がある。

重複　Ｐ 113 と重複する。本遺構はＰ 113 と時期

差不明だが、同時期の可能性がある。

遺物（第 23 図、第９表）

　土師器坏を検出した。１は坏蓋摸倣坏。２は比

企型坏で外面口縁部と内面に赤彩が施される。

時期　７世紀前半

第 12 号土坑（第 21 図） 

位置　135 － 204 グリッドに位置する。

規模　検出範囲で長軸 0.9 ｍ、短軸 0.9 ｍ、深さ

14 ㎝を測る。

概要　平面形は隅丸正方形である。南側が第１号

掘立柱建物跡に切られる。明確にしえなかったが、

本遺構はＰ 99・100 と一体となった柱穴掘方の可

能性がある。

重複　第１号掘立柱建物跡、Ｐ 94 ～ 100 と重複

する。本遺構はＰ 96 ～ 98 より古く、第１号掘立

柱建物跡より新しい。また本遺構はＰ 99・100 と

同時期または新しい可能性がある。

遺物（第 23 図、第９表）

　須恵器甕、土師器甕を検出した。１は須恵器甕

の胴部片である。２は土師器で長胴甕の口縁部片。

時期　７世紀末から８世紀初頭

第 13 号土坑（第 21 図） 

位置　134 － 202 グリッドに位置する。

規模　検出範囲で長軸 1.2 ｍ、短軸 1.0 ｍ、深さ

21 ㎝を測る。

概要　平面形は楕円形とみられる。東南側は調査

区外であり、全容は不明である。

重複　第３号溝跡、Ｐ１・２と重複する。本遺構

は第３号溝跡、Ｐ１・２より新しい。

遺物　遺物は検出されなかった。

時期　時期不明である。
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第９表　第２・５・７～ 12 号土坑出土遺物観察表

№ 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備考

02-01 土師器坏 （10.8） （3.4） - ABDEIJN
外面：黒褐色 

内面：灰黄褐色
B 15%

02-02 土師器甕 - （2.7） - ABCDEKN
外面：明赤褐色 

内面：浅黄橙色
B 底部 20%

02-03 土師器鉢 （19.4） （11.6） （6.0） AJK にぶい橙色 B 40%

02-04 土師器甕 （17.6） （4.4） - ABENO
外面：浅黄橙色 

内面：暗灰黄色
B 口縁部 25%

02-05 土師器甕 - - - ABIJK
外面：にぶい褐色 

内面：明赤褐色
B 胴部片

02-06 土師器甕 - - - ABCDEIN
外面：にぶい黄橙色 

内面：灰黄褐色
B 胴部片

05-01 土師器甕 （19.2） （5.2） - ABIN
外面：明黄褐色 

内面：にぶい黄橙色
B 口縁部 10%

05-02 土師器甕 - - - ADHKN
外面：にぶい黄橙色 

内面：褐灰色
B 胴部片

05-03 土師器甕 - （4.3） （4.2） CEHIKN にぶい褐色 B 底部 40%

05-04 須恵器蓋 - （1.7） - ABH 灰色 B 15%

07-01 土師器坏 （12.6） （4.1） - ABIMN 橙色・にぶい橙色 B 10%

07-02 土師器坏 （13.0） （3.4） - ABIM
外面：橙色 

内面：にぶい橙色
B 15%

07-03 土師器坏 （12.2） （2.4） - ABIJKN 明赤褐色 B 5%

07-04 土師器坏 （11.7） （1.9） - ABE 橙色 B 5%

07-05 土師器坏 （10.2） （2.7） - HIK
外面：橙色 

内面：暗褐色
B 20%

07-06 土師器坏 - - - ABDK
外面：浅黄橙色 

内面：橙色
B 口縁部片 内面放射暗文

07-07 土師器坏 - - - AIN 橙色・にぶい橙色 B 口縁部片 内面放射暗文

07-08 土師器鉢 （10.0） （6.5） - AHIK
外面：にぶい赤褐色 

内面：橙色
B 60%

07-09 土師器甕 （15.3） （3.0） - ABEIJK
外面：にぶい赤褐色 

内面：にぶい褐色
B 口縁部 10%

07-10 土師器甕 （9.7） （2.9） - ABDEHN
外面：にぶい橙色 

内面：褐灰色
B 口縁部 10%

07-11 土師器壺 - （5.0） - AN
外面：にぶい黄橙色 

内面：灰黄褐色
B 頸部 8%

07-12 土師器甕 - （2.2） （6.4） ABIN 橙色 B 底部 20%

07-13 土師器甕 - - - ABIJKO
外面：黒色 

内面：明赤褐色
B 胴部片

07-14 土師器甕 - - - EK
外面：黒褐色 

内面：橙色
B 胴部片

07-15 土師器甕 - - - AEHN
外面：黒褐色 

内面：にぶい橙色
B 胴部片

07-16 須恵器坏 - （1.0） （7.0） BI
外面：灰白色 

内面：黄灰色
B 25% 底部外面ヘラケズリ

07-17 須恵器蓋 （13.7） （1.0） - AB 灰色 B 5%

07-18 須恵器蓋 （15.5） （1.7） - AB
外面：黄灰色 

内面：褐灰色
B 5% 外面降灰

07-19 須恵器甕 （14.6） （4.6） - AB 灰色 A 口縁部 10%

07-20 須恵器甕 - - - AN
外面：黄灰色 

内面：灰黄色
A 胴部片 内面同心円状あて具痕 外面タタキ後カキ目施文

07-21 磨石 高 11.8 幅 9.2 厚 2.7 100% 閃緑岩製 重量 448g

07-22 叩石 高（10.05） 幅（4.3） 厚（2.45） 75% 砂岩製 重量 136g

08-01 土師器坏 （11.4） （2.1） - ABCHIK にぶい褐色 B 20%

08-02 土師器坏 （12.9） （2.2） - ABEHK 橙色 B 10%

08-03 土師器坏 （11.8） （2.9） - ABDHIK にぶい褐色 B 10%

08-04 土師器坏 （11.7） （2.9） - ABDHK にぶい橙色 B 15%

08-05 土師器埦 （18.0） （4.9） - ABCDEIKN 橙色 B 20%

08-06 土師器壺 （11.2） （4.2） - AHIN
外面：黒褐色 

内面：にぶい橙色
A 口縁部 20%

08-07 土師器甕 （23.9） （2.5） - ABEN 橙色・にぶい橙色 B 口縁部 15%

08-08 土師器甕 - - - ABDHIK 橙色・にぶい橙色 B 胴部片

08-09 土師器甕 - - - ABDHIKN
外面：にぶい赤褐色 

内面：黄灰色
B 胴部片

08-10 須恵器甕 （22.0） （3.1） - ADN
外面：灰白色 

内面：オリーブ黒色
B 口縁部 10% 口縁部櫛描波状文　外面降灰

08-11 須恵器甕 （27.4） （3.3） - AHN 灰色 B 口縁部 5%

08-12 須恵器甕 - - - AI 灰色 B 胴部片 内面同心円状あて具痕 外面タタキ後カキ目施文

08-13 須恵器蓋 - （1.3） - AIKN にぶい黄橙色 B 30%

08-14 釘
長さ

（9.1）

上端厚

（1.9）

下端厚

（1.75）
頭部欠損 重量 20g 角状釘

09-01 土師器甕 - - - ACIK
外面：灰黄褐色 

内面：にぶい黄橙色
B 胴部片

10-01 土師器甕 - （3.0） （4.9） ABEI にぶい黄褐色 B 底部 25%

10-02 土師器甕 （20.75） （6.2） - ABEKN にぶい橙色 B 口縁部 10%

11-01 土師器坏 （10.0） （2.7） - AK にぶい黄橙色 B 15%

11-02 土師器坏 （8.6） （1.7） - ADN 赤色 B 10% 内面全面・外面口縁赤彩有り

12-01 須恵器甕 - - - AHN
外面：黄灰色 

内面：暗灰黄色
B 胴部片 内面同心円状あて具痕 外面タタキ後カキ目施文

12-02 土師器甕 （18.0） （4.5） - ABHIN 橙色 B 口縁部 20%
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SD02
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SD14

SI03

SI02・03P1

SK04

P067

P066
P4

P5

P6

P7

P1 土層説明 ( C ー C’)
１．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含
２．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大多量含

P2 土層説明 ( D ー D’)
１．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ5 ㎜大少量含
２．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大多量含

P3 土層説明 ( E ー E’)
１．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含
２．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大含

P4 土層説明 ( F ー F’)
１．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大微量含
２．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ3 ㎝大含
３．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大少量含

P5 土層説明 ( G ー G’)
１．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大少量含
２．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ3 ㎝大含
３．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大少量含
４．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ3 ㎝大含

P6 土層説明 ( H ー H’)
１．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 炭化物微量含
２．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大多量含

0 2m
1：80

調　査　区　外

調　査　区　外

調　査　区　外

第 24 図　第１号柵列

５　柵列跡

　
第１号柵列跡（第 24 図） 

位置　135 － 202 ～ 134 － 204 グリッドに位置する。

規模　検出範囲で延長 9.4 ｍを測り、走行軸の方位はＮ－ 17°

－Ｗを示す。検出した柱穴痕は７基である。Ｐ１が長軸 24 ㎝、

深さ 16 ㎝、Ｐ２が長軸 24 ㎝、深さ 12 ㎝、Ｐ３が長軸 25 ㎝、

深さ 13 ㎝、Ｐ４が長軸 55 ㎝、深さ 45 ㎝、Ｐ５が長軸 26 ㎝、

深さ 31 ㎝、Ｐ６が長軸 42 ㎝、深さ 31 ㎝、Ｐ７が長軸 34 ㎝、

深さ30㎝を測る。柱間は、Ｐ１-２が0.8ｍ、Ｐ２-３が0.6ｍ、

Ｐ４-５が 0.8 ｍ、Ｐ５-６が 1.2 ｍ、Ｐ６-７が 0.6 ｍである。

概要　中央部分と南側延長が調査区外となる。第２号溝跡西側

に並行して延びる柵列である。北側は第１・２号溝跡の連結箇

所で留まる。本遺構と第１・２号溝跡は一体となった区画施設

の可能性が考えられる。

重複　第４・６号土坑、Ｐ 66・67 と重複する。本遺構は、第

４号土坑、Ｐ 66・67 より古く、第６号土坑より新しい。

遺物　遺物は検出されなかった。

時期　７世紀後半か
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SX01 土層説明
１．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含
                         2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ5 ㎜大少量含
２．2.5Y5/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含
                         2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ2 ㎝大含
３．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含

0 2m
１：60

第 25 図　第１号性格不明遺構

６　性格不明遺構

　
第１号性格不明遺構（第 25 図） 

位置　134－ 203～ 133－ 204グリッドに位置する。

規模　検出範囲で長軸 3.2 ｍ、短軸 0.9 ｍ、深さ 40 ㎝を測る。主軸の方位はＮ－ 89°－Ｅを示す。

概要　北側は調査区外となる。竪穴状の遺構であるが用途を明確にする根拠は見出せなかった。

重複　第２号溝跡、Ｐ 65 と重複する。本遺構は、第２号溝跡より古く、Ｐ 65 より新しい。

遺物　遺物は検出されなかった。

時期　時期不明

７　ピット　（第 26 ～ 30 図、第 10・11 表）

　ピットは計 138 基検出し、一覧表にまとめた。所見として、135-204・136-204 に集中するピットは

直線的に並ぶものが多くみられた。さらに同エリアからは第１号掘立柱建物跡を確認できたこと等から、

調査区外へと広がる掘立柱建物跡が所在する可能性があることを示唆しておく。

　出土遺物は、古墳時代後期の遺物が主体を占める。001-1、2は土師器甕で1は口縁部片で直胴甕である。

2 は胴部片で焼成後の穿孔がみられる。011-1 は酸化焰焼成の須恵器甕胴部片。034-01、02 は土師器で

口縁部が開く有段口縁坏である。035-1、2 は土師器坏で坏蓋摸倣坏、2は比企型坏で、口縁部内面に赤

彩がみられた。036-1 は土師器甕の口縁部片。072-1 は土師器で坏蓋摸倣坏。083-1 は須恵器坏。095-1

は土師器で口縁部が内湾する北武蔵型坏。101-1 は土師器で内湾する比企型坏。102-1 は木製品で柱根

である。105-1 は土師器甕の底部片。122-1 と 125-1 は土師器で北武蔵型坏である。128-1 は土師器で

比企型坏である。
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P002 土層説明
１．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含
２．2.5Y5/2 暗灰黄色粘質土 酸化鉄含

P003 土層説明
１．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含
２．2.5Y6/2 灰黄色粘質土 酸化鉄含

P004 土層説明
１．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含
２．2.5Y6/2 灰黄色粘質土 酸化鉄含

P005 土層説明
１．2.5Y5/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 炭化物微量含

P006 土層説明
１．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含
            2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ5 ㎜大少量含

P010 土層説明
１．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含
２．2.5Y3/1 黒褐色粘質土
            2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大多量含

P011 土層説明
１．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含
２．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含
            2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ5 ㎜大含
３．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含
            2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大多量含

P012 土層説明
１．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含
２．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含
            2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大含
３．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含
            2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ5 ㎜大多量含
４．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含
            2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大含
５．2.5Y7/1 灰白色粘質土 酸化鉄含 灰色土混入

P013 土層説明
１．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含
２．2.5Y6/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含
            2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大多量含

P014 土層説明
１．2.5Y6/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含
２．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含
３．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ2 ㎝大含
４．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ5 ㎜大少量含

P015 土層説明
１．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大多量含
２．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ5 ㎜大少量含
３．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ3 ㎝大多量含

P016 土層説明
１．2.5Y5/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含

P017・P018 土層説明
１．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大少量含
２．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ5 ㎜大少量含
３．2.5Y7/1 灰白色粘質土 酸化鉄含 2.5Y5/1 黄灰色土混入
４．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ5 ㎜大含
５．2.5Y5/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大多量含
６．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大多量含
７．2.5Y7/1 灰白色粘質土 酸化鉄含 2.5Y5/1 黄灰色土混入
８．2.5Y5/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ5 ㎜大含
９．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大含 炭化物含

P020 土層説明
１．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含
２．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大少量含

P021 土層説明
１．2.5Y6/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含
２．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含
３．2.5Y5/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含

P022 土層説明
１．2.5Y5/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大少量含
２．2.5Y5/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含

P023 土層説明
１．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含
２．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含
            2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ2 ㎝大多量含

P024 土層説明
１．2.5Y5/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含
２．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含

P025 土層説明
１．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含
            2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ5 ㎜大微量含 焼土微量含
２．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含
            2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大多量含

P026 土層説明
１．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含
２．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含
            2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ3 ㎝大多量含

P028 土層説明
１．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含
            2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大微量含

P029 土層説明
１．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含
            2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大微量含
２．2.5Y5/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含
            2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ2 ㎝大多量含

P030 土層説明
１．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含
２．2.5Y5/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含

P031 土層説明
１．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含
２．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含
            2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大多量含

P032 土層説明
１．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 焼土微量含
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P034 土層説明
１．2.5Y3/2 黒褐色粘質土 酸化鉄含
２．2.5Y3/2 黒褐色粘質土 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大少量含
３．2.5Y3/2 黒褐色粘質土 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大多量含

P035 土層説明
１．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 炭化物微量含
２．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含
            2.5Y7/3 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ2 ㎝大多量含
３．2.5Y3/2 黒褐色粘質土 酸化鉄含 炭化物焼土微量含
４．2.5Y3/2 黒褐色粘質土 酸化鉄含
            2.5Y7/3 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ2 ㎝大多量含

P036 土層説明
１．2.5Y3/2 黒褐色粘質土 酸化鉄含　炭化物・焼土微量含

P037 土層説明
１．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含
２．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含
            2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ2 ㎝大多量含

P038 土層説明
１．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含
２．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含
            2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大少量含

P039 土層説明
１．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含
            2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大微量含

P040・P041・P042 土層説明
１．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含
            2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ5 ㎜大少量含
２．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含

P048 土層説明
１．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含
            2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大微量含

P050 土層説明
１．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含
２．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含
            2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大含

P052 土層説明
１．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含
            2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大微量含

P054 土層説明
１．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含
            2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大少量含
２．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含
            2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ2 ㎝大多量含
３．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含
            2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大少量含

P055 土層説明
１．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含

P056 土層説明
１．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含

P057 土層説明
１．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含

P058 土層説明
１．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含

P059・P060 土層説明
１．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含
２．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含
            2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大多量含
３．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含
４．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含
            2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大多量含
５．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含
６．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含
            2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大含

P061 土層説明
１．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含

P062 土層説明
１．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含
            2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大含

P063 土層説明
１．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含

P064 土層説明
１．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含

P066 ～ 068 SA01P4 土層説明
１．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含
            2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ3 ㎝大多量含
２．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含
            2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ5 ㎜大微量含 炭化物微量含
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P070・P071 土層説明
１．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 焼土・炭化物微量含
２．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大多量含
３．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ3 ㎝大多量含
４．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含
５．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大含

P072 土層説明
１．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ3 ㎝大多量含
２．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大含
３．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大含
４．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ3 ㎝大多量含

P076・P077・P078 土層説明
１．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ5 ㎜大微量含
２．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ5 ㎜大微量含
３．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ5 ㎝大多量含
４．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大少量含
５．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 焼土・炭化物微量含
６．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大少量含
７．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ2 ㎝大含
８．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ3 ㎝大多量含

P080 土層説明
１．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大少量含 炭化物含
２．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ3 ㎝大多量含

P081 土層説明
１．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ2 ㎝大含
２．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ2 ㎝大少量含

P082 土層説明
１．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ5 ㎜大少量含 炭化物微量含
２．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大含

P083 土層説明
１．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 炭化物・焼土微量含
２．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大多量含

P085・P086 土層説明
１．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ5 ㎜大微量含 炭化物微量含 焼土微量含
２．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ2 ㎝大含 炭化物微量含
３．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大微量含 炭化物微量含
４．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ2 ㎝大含
５．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ5 ㎜大含 炭化物微量含 焼土含
６．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ2 ㎝大含

P091 土層説明
１．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含

P095 土層説明
１．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大含
２．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ3 ㎝大含 炭化物微量含
３．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大少量含 炭化物微量含
４．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大含
５．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ5 ㎜大少量含

P096・P097 土層説明
１．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大微量含 炭化物微量含
２．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大少量含
３．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大含

P105 土層説明
１．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含
２．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ3 ㎝大多量含
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P108 土層説明
１．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大微量含
２．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大少量含
３．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ3 ㎝大含
４．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ3 ㎝大多量含

P109 土層説明
１．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大含
２．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大多量含

P110 土層説明
１．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ5 ㎜大少量含

P111 土層説明
１．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ2 ㎝大含
２．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ5 ㎜大微量含
３．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ3 ㎝大多量含

P113・P114・P115 土層説明
１．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大含
２．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ5 ㎜大微量含
３．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大含
４．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ5 ㎜少量含
５．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ5 ㎜微量含

P117 土層説明
１．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大少量含
２．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ3 ㎝大多量含
３．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大含

P118 土層説明
１．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ2 ㎝大含 焼土微量含
２．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大少量含

P119 土層説明
１．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 炭化物含

P120 土層説明
１．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大含 炭化物微量含
２．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大多量含
３．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ5 ㎜大微量含
４．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ3 ㎝大多量含
５．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ5 ㎜大微量含
６．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ2 ㎝大多量含
７．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ5 ㎜大微量含

P121 土層説明
１．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大少量含

P122・P123 土層説明
１．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大少量含
２．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ2 ㎝大少量含
３．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大多量含

P124 土層説明
１．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大少量含

P125・P126・P127 土層説明
１．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大少量含
２．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ2 ㎝大含
３．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ5 ㎜大少量含

P128・P129 土層説明
１．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大含
２．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ5 ㎜大微量含 炭化物微量含
３．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大含
４．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大多量含
５．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大少量含
６．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ5 ㎜大微量含 炭化物微量
７．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ2 ㎝大少量含

P130 土層説明
１．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ2 ㎝大含
２．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含
３．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ3 ㎝大多量含

P131 土層説明
１．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ5 ㎜大含
２．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大微量含
３．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ多量含 (地山か？ )
４．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大少量含

P132 土層説明
１．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ5 ㎜大少量含 炭化物含
２．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大多量含

P133・P134 土層説明
１．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大含
２．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ3 ㎝大多量含
３．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大少量含
４．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ3 ㎝大微量含
５．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ5 ㎜大微量含 焼土・炭化物微量含
６．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ3 ㎝大多量含

P136 土層説明
１．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ5 ㎜大少量含
２．2.5Y4/1 黄灰色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大多量含

P088・P138 土層説明
１．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大含
２．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ3 ㎝大多量含
３．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含 2.5Y7/2 灰黄色ﾌﾞﾛｯｸ1 ㎝大微量含　焼土・炭化物微量含
４．2.5Y3/1 黒褐色粘質土 酸化鉄含
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第 30 図　ピット出土遺物

第 10 表　ピット出土遺物観察表

№ 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備考
001-01 土師器甕 （20.0） （3.1） - ABHN にぶい黄橙色 B 口縁部 10%

001-02 土師器甕 - - - ABEN にぶい黄橙色 B 胴部片 穿孔有り

011-01 須恵器甕 - - - CIN 明赤褐色 B 胴部片 酸化炎焼成 内面同心円状あて具痕 外面平行タタキ

034-01 土師器坏 （14.8） （3.1） - ABE 橙色 B 10%

034-02 土師器坏 （12.0） （2.3） - ABEI 橙色 B 10%

035-01 土師器坏 （9.4） （2.75） - AHK
外面：明赤褐色 

内面：橙色
B 15%

035-02 土師器坏 （11.6） （1.45） - A 赤褐色 A 10% 外面赤彩有り

036-01 土師器甕 （17.55） （3.35） - HKN にぶい橙～黄橙色 B 口縁部 10%

072-01 土師器坏 （15.5） （3.8） - BK 橙色・にぶい橙色 B 20%

083-01 須恵器坏 （11.7） （2.7） - AN 灰色 A 10%

095-01 土師器坏 （9.9） （2.6） - ABHN 橙色 B 20%

101-01 土師器坏 （13.6） （2.4） - ACIK 橙色・黄橙色 B 10%

102-01 木製品 柱根 （29.55） （10.75） （7.6） 底部片 重量 978g（未乾燥）　柱根か

105-01 土師器甕 - （3.1） 4.0 ABEIN
外面：黒褐色 

内面：にぶい黄橙色
B 底部 40%

122-01 土師器坏 （13.8） （2.6） - ABHN 橙色 B 10%

125-01 土師器坏 （11.0） （2.4） - ABN 橙色 B 10%

128-01 土師器坏 （9.2） （2.1） - AKN 明赤褐色 B 10% 外面・内面全面赤彩有り
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第 11 表　ピット計測表

番号 グリッド 平面形 長軸（㎝）短軸（㎝）深さ（㎝）出土遺物 時期 備考
P001 202-134 円形 30 24 36 土師器甕 ７世紀後半 SK13 より古い

P002 202-134 円形 32 28 11 － － SK13 より古い

P003 202-134 楕円形 32 27 11 － －

P004 202-134 楕円形 49 34 9 － －

P005 202-134 楕円形 29 22 5 － －

P006 202-134 円形 34 31 29 － － SD01 と同時期、SD03 より古い

P007 202-134 円形 30 24 42 － － SD01 と同時期

P008 201-134 円形 41 40 26 － －

P009 201-134 楕円形 42 21 8 － － SD02 との時期差不明

P010 202-134 楕円形 27 21 23 須恵器甕－ ７世紀後半か

P011 202-135･134 楕円形 66 57 45 － －

P012 201-135、202-135 楕円形 64 48 45 － －

P013 202-135 円形 31 31 13 － －

P014 201-135 円形 62 （37） 52 － －

P015 201-135、202-135 円形 （46） 63 58 － －

P016 202-135 円形 51 45 27 － －

P017 202-135 円形 （62） 53 39 － － Ｐ 18 より古い

P018 202-135 円形 57 57 42 － － Ｐ 17 より新しい

P019 202-135 円形 20 18 16 － －

P020 202-135 不整円形 29 24 11 － －

P021 202-135 円形 32 26 16 － －

P022 202-135 円形 25 25 7 － －

P023 202-135 円形 57 52 34 － －

P024 202-135 円形 45 43 18 － －

P025 202-135 楕円形 61 38 42 － － SI01 より新しい

P026 202-135 楕円形 51 41 17 － －

P027 202-135 楕円形 38 13 21 － －

P028 202-136･135 円形 52 43 26 － － SI01 より新しい

P029 202-135 円形 55 50 55 － － SI01 より新しい

P030 202-136 楕円形 （31） 31 5 － －

P031 202-135 円形 55 55 30 － －

P032 203-131 楕円形 62 （34） 34 － －

P033 203-131 隅丸方形 55 54 52 － － SD06 より古い

P034 204-131 円形 60 （46） 35 土師器坏 ７世紀前半

P035 204-131 楕円形 75 （58） 34 土師器坏 ７世紀後半 SD06 より古い

P036 204-131 隅丸方形 65 59 35 土師器甕
６世紀末～７

世紀中頃
SD06 より古い

P037 203-131 楕円形 83 57 30 － － SD06 より古い

P038 203-131、204-131 円形 48 46 25 － － SD07 より古い

P039 204-132･131 円形 21 20 25 － － SD07 より新しい

P040 203-132 円形 （20） （21） 4 － － SD07 より新しい

P041 203-132 円形 18 16 4 － － SD07 より古い

P042 203-132･131 不整円形 46 36 4 － － SD07 より古い

P043 203-132 楕円形 40 34 10 － － SD08 より古い

P044 204-132 楕円形 24 20 15 － － SD04 より古い

P045 204-132 楕円形 40 30 17 － － SD04 より古く、SD10・11 との時期差不明

P046 204-132 円形 27 24 15 － － SD04 より古い

P047 204-132 円形 27 21 18 － －

P048 204-132 円形 27 24 20 － － SD12 より古い

P049 203-133･132 楕円形 29 16 15 － － SD10 との時期差不明

P050 203-133 円形 63 （53） 44 － － SK03 より新しい

P051 203-133、204-133 円形 31 27 33 － －

P052 204-133 円形 33 27 30 － － SI02 より新しい

P053 204-132 不整円形 42 25 13 － － SD12 より古い

P054 204-133･132 円形 55 53 49 － －

P055 204-133 円形 22 22 14 － －

P056 204-133 円形 21 18 4 － －

P057 204-133 楕円形 23 20 10 － －

P058 204-133 円形 22 20 7 － －

P059 204-133 円形 36 （25） 36 － － SI02 より古い

P060 204-133 楕円形 38 （25） 31 － － SI02 より古い

P061 204-133 楕円形 33 （31） 8 － － SI02 との時期差不明

P062 204-133 円形 29 25 25 － －

P063 204-133 円形 44 40 44 － －

P064 204-133 円形 19 17 10 － －

P065 203-133 隅丸方形 （44） 44 44 － － SX01 より古い

P066 203-134、204-134 円形 37 31 42 － － SD14 より古く、SA01・SD02 より新しい

P067 203-134 円形 32 （30） 15 － － SA01 より新しい、P68 との時期差不明

P068 203-134 不整円形？ （44） （25） 15 － － SD02 より新しい、P67 との時期差不明

P069 204-134 円形 27 25 12 － － SD14 より新しい

P070 204-134 円形 35 （29） 19 － － P71 より古い

P071 204-134 円形 （38） 38 20 － － P70 より新しい

P072 204-134 円形 52 45 43 土師器坏 ７世紀後半 SK05 より古い

P073 204-134 円形 24 24 10 ７世紀後半 SK05 より古い

P074 204-134 円形 36 34 51 ７世紀後半 SK05 より古い

P075 204-135 円形 20 19 12 － － P76 との時期差不明

P076 204-135 不整円形 43 36 5 － － P77 より新しい
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番号 グリッド 平面形 長軸（㎝）短軸（㎝）深さ（㎝）出土遺物 時期 備考
P077 204-135 楕円形 43 （21） 25 － － P76 より古い、P78 より新しい

P078 204-135･134 隅丸方形 75 72 27 － ７世紀後半 SK06、P77 より古い

P079 204-134 楕円形 49 35 42 － －

P080 204-134 楕円形 48 44 43 － －

P081 204-135･134 円形 41 34 31 － －

P082 204-135 円形 24 20 34 － －

P083 204-135、205-135 円形 （57） （28） 24 須恵器坏 ７世紀後半 SB01 との時期差不明

P084 204･205-135 円形 （39） （30） 6 － － SB01 との時期差不明

P085 204-135 円形 56 49 45 － － P86 より新しい

P086 204-135 円形 34 （24） 15 － － P85 より古い

P087 204-135 隅丸方形 61 34 33 － － SK10 より古い、SB01 との時期差不明

P088 204-136 楕円形 64 47 54 － － SK12 より新しい、P138 との時期差不明

P089 204-135 隅丸方形 34 30 35 － － SK10 より古い、SB01 との時期差不明

P090 204-135 円形 46 41 52 － － SK09 より新しい

P091 204-135 円形 28 24 41 － － SK09 より古いか同時期

P092 204-135 楕円形 （34） 30 45 － － P93 との時期差不明

P093 204-135 楕円形 （33） 29 40 － － P92 との時期差不明

P094 204-135 不明 （40） （28） 43 － － SB01･SK09･P96 との時期差不明

P095 204-134 隅丸方形 88 67 49 土師器坏
７世紀後半～

８世紀初頭

P096 204-135 楕円形 （28） 38 35 － － SK12 より新しい、P94･98 との時期差不明

P097 204-135 楕円形 26 19 33 － － SK12 より新しい、P98 より古い

P098 204-135 楕円形 46 28 47 － － SK12･P96･97 より新しい

P099 204-135 円形 19 18 31 － － SK12 より古いか同時期

P100 204-135 楕円形 51 36 66 － － SK12 より古いか同時期

P101 204-135 楕円形 53 41 56 土師器坏 ７世紀前半か

P102 204-136 円形 21 18 30 木製品 柱根 － SK08 より古い

P103 204-135 円形 72 65 51 － － SK07 より古い

P104 204-135 円形 50 42 52 － － SK07 より古い

P105 204-135 不整円形 （111） 50 44 土師器甕 ７世紀後半 P106 より新しい

P106 204-135 不整円形 45 （37） 37 － － P105 より古い

P107 204-135 円形 （48） 46 28 － －

P108 204-136･135 円形 91 （54） 57 － － SB01 との時期差不明

P109 204-135 円形 47 （30） 22 － －

P110 204-136 円形 46 38 28 － －

P111 204-136･135 楕円形 56 46 46 － －

P112 204-135 円形 42 39 31 － －

P113 204-135 円形 60 （35） 56 － － P115 より古い、SB01･SK11 との時期差不明

P114 204-135 楕円形 （24） （12） 12 － － P115 より古い、P113･116 との時期差不明

P115 204-135、205-135 円形 （52） （40） 56 － － P113 より新しい、P116 との時期差不明

P116 204-135、205-135 円形 34 33 37 － － P114 より新しい、P115 との時期差不明

P117 205-136 円形 46 41 36 － －

P118 205-136 隅丸方形 80 61 39 － － P119 より新しい

P119 204-136、205-136 円形 30 （14） 19 － － P118･120 より新しい

P120 204-136、205-136 円形 59 45 39 － － P119 より新しい

P121 204-136･135 円形 40 36 17 － －

P122 204-136･135 隅丸方形 66 （51） 22 土師器坏
７世紀末～

８世紀初頭
P123 より古い、P125 との時期差不明

P123 204-136･135 隅丸方形 47 42 47 － － P122 より新しい

P124 204-136･135 円形 （31） 27 20 － － P127 との時期差不明

P125 204-136 円形 43 （31） 33 土師器坏 ７世紀後半 P126 より古い、P122 との時期差不明

P126 204-136 円形 （30） （26） 33 － － P125 より新しい、P127 との時期差不明

P127 204-136･135 楕円形 （36） 25 23 － － P124・P126 との時期差不明

P128 204-136 円形 （60） 60 48 土師器坏 ７世紀前半か P129 より古い

P129 204-136 楕円形 （50） 50 18 － － P128 より新しい

P130 204-136 円形 61 56 45 － －

P131 204-136 楕円形 78 （31） 40 － －

P132 204-136 円形 41 36 35 － －

P133 204-136 楕円形 83 48 43 － － P134 より新しい

P134 204-136 不整円形 52 （46） 35 － － P133 より古い、P134 との時期差不明

P135 204-136 円形 31 27 48 － － P134 との時期差不明

P136 204-136 円形 29 25 10 － － SK08 より新しい

P137 204-136 楕円形 34 （13） 8 － － SK08 との時期差不明

P138 204-1G 円形 （51） 51 58 － － SK08 より新しい、P88 との時期差不明
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第 31 図　第１地点遺構外出土遺物

第 12 表　第１地点遺構外出土遺物観察表

№ 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備考
1 土師器坏 （11.0） （3.3） - ABEIN 橙色 B 15%

2 土師器坏 （10.5） （3.8） - ABCDEIN
外面：橙色 

内面：明赤褐色
B 50%

3 土師器坏 （12.7） （3.5） - ABDEK 橙色 B 15%

4 土師器坏 （13.0） （3.1） - BN 橙色 B 10%

5 土師器坏 （11.2） （2.0） - ABHKN 橙色 B 15%

6 土師器坏 （14.2） （2.8） - ABKN 橙色 B 20%

7 土師器坏 （12.0） （2.4） - ABDEIN 橙色 B 10%

8 土師器甕 （19.0） （6.0） - AIN にぶい黄橙色 B 口縁部 50%

9 土師器壺 - - - ABDHIN
外面：淡橙色 

内面：にぶい橙色
B 胴部片

10 須恵器坏 （12.1） （3.35） - AF 灰色 A 10%

11 須恵器坏 - （1.4） （7.0） AFN にぶい褐色 B 20% 南比企産 底部外面周辺ヘラケズリ

12 須恵器長頸壺 - （1.5） （7.0） AN 灰白色 B 底部 25% 内面降灰 自然釉 東海産 底部外面ヘラケズリ

13 須恵器甕 - - - ADI 灰色 A 胴部片 内面同心円状あて具痕 外面平行タタキ

14 須恵器甕 - - - ADN 灰色 B 胴部片 内面同心円状あて具痕

15 磨石 高 8.9 幅 5.6 厚 2.4 100% 安山岩製 重量 159g

８　遺構外出土遺物　第１地点遺構外出土遺物（第 31 図、第 12 表）

　表土剥ぎの際に出土した遺物について記述する。１～７は土師器坏である。１は坏蓋摸倣坏で口唇内

面に段がみられる。２は有段口縁坏。３～７は口縁部が内湾または直立する北武蔵型坏である。いずれ

も丸底～丸底風形状となるもので、４～７はケズリの位置が高い。８は土師器甕で、口縁が「く」字に

開く長胴甕。９は土師器壺の胴部片で、球胴形態となるものである。10・11 は須恵器坏で、10 は口縁

部片、11 は南比企産の底部片で、外面が周辺ヘラケズリが施されている。12 は須恵器長頸壺の底部片

で東海産とみられる。底部外面はヘラケズリされ、内面には自然釉がかかる。13・14 は須恵器甕の胴

部片。15 は安山岩製磨石で、表裏面及び両側面に使用痕がみられる。　
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Ⅴ　遺構と遺物２

　第２地点

１　竪穴建物跡

第１号竪穴建物跡（第 32 図）

位置　73 － 203 ～ 75 － 204 グリッドに位置する。

規模　検出範囲で長軸 8.5 ｍ、短軸 6.0 ｍ、残存壁高 12 ㎝を測る。主軸の方位はＮ－ 54°－Ｗを示す。

概要　調査区を跨いで検出され、北東側が調査区外であるが、平面形は長方形とみられる。設備として、
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第 32 図　第１号竪穴建物跡
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第 33 図　第１号竪穴建物跡出土遺物（１）
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2
546:

第 34 図　第１号竪穴建物跡出土遺物（２）

西壁にカマド、柱穴４基を検出した。また、建物内に土坑を検出したが、埋め戻されており、掘方の可

能性がある。カマドは袖が僅かに残る程度で遺存状態は悪い。柱穴は、Ｐ１の直径が 47 ㎝、深さは 50

㎝、Ｐ２の直径が 44 ㎝、深さは 49 ㎝、Ｐ３の直径が 67 ㎝、深さは 35 ㎝、である。Ｐ４の直径が 49 ㎝、

深さは 21 ㎝である。土坑は、長軸 2.6 ｍ、短軸 1.9 ｍ、深さ 12 ㎝を測る。礫を含む堅牢な地盤の上に

構築されている。

重複　本遺構は第２号掘立柱建物跡と重複し、本遺構が新しい。

遺物（第 33・34 図、第 13 表）

　土師器坏、高坏、鉢、甑、壺、甕、台付甕、須恵器高坏、𤭯、甕、灰釉陶器長頸瓶、杯、臼玉、磨石、

弥生土器壺・甕等を検出した。

　１～ 21 は土師器坏で、１は坏身模倣坏、２～５は坏蓋摸倣坏、６～ 18 は有段口縁坏、19 ～ 21 は比

企型坏である。22 ～ 24 は土師器高坏で、22 は鬼高型高坏の坏部片。23・24 は脚部片で、23 は３方向

の穿孔がみられる。25 ～ 27 は土師器鉢で、口縁部と体部の境に段を有する。27 は胴が張る形状。28

は土師器甑で、口縁部は直立気味で軽く外反する。29 は土師器で小型壺の胴部片か。内面に輪積痕が

残る。30 ～ 37 は土師器甕である。30 ～ 32 は口縁部が軽く外反し、胴部は球胴形態となる形状。33 ～

37 は口縁部が「く」字に折れ、胴部には縦～斜位のケズリが施される長胴甕の形状になるもの。38・

39 は土師器台付甕とみられ、38 は口縁部片、39 は台部片である。40 は須恵器高坏の坏部片である。41

は須恵器𤭯の肩部片である。42 は須恵器甕の胴部片。43・44 は灰釉陶器で、流れ込みである。43 は長

頸瓶の頸部片で、内外面に施釉されている。44 は坏とみられる形状で、内面に施釉されている。45 は

管玉の未成品ともみられたため掲載した。凝灰岩製である。46 は滑石製の臼玉である。47 は砂岩製の

磨石。48 ～ 49 は弥生土器で流れ込みである。48 は壺の胴部片、49 は甕の胴部片、50 は甕の頸部片で

簾状文が外面にみられる。

時期　７世紀前半
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第 13 表　第１号竪穴建物跡出土遺物観察表

№ 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備考

1 土師器坏 （11.2） （4.5） - AEK
外面：にぶい赤褐色 

内面：にぶい橙色
B 40%

2 土師器坏 （11.0） （3.1） - ABCH
外面：にぶい赤褐色 

内面：明赤褐色
B 20%

3 土師器坏 （10.8） （2.4） - ABIKN
外面：灰黄褐色 

内面：にぶい黄橙色
B 10%

4 土師器坏 （12.9） （2.5） - ABK
外面：灰黄褐色 

内面：にぶい黄橙色
B 10%

5 土師器坏 （15.7） （3.9） - ABCHK
外面：にぶい橙色 

内面：橙色
B 10%

6 土師器坏 （12.0） （3.1） - HK 灰白色 B 10%

7 土師器坏 （10.8） （3.2） - AEH 橙色 B 15%

8 土師器坏 （11.6） （3.3） - ABEH 橙色 B 20%

9 土師器坏 （12.0） （3.6） - AIK 橙色 B 10%

10 土師器坏 （11.4） （2.9） - CIK にぶい赤褐色 B 10%

11 土師器坏 （12.0） （3.9） - ABCK 橙色 B 30%

12 土師器坏 （13.0） （3.85） - ABE
外面：橙色 

内面：にぶい橙色
B 5%

13 土師器坏 （13.2） （3.9） - EK 橙色 B 20%

14 土師器坏 （13.0） （3.1） - AEK 橙色 B 20%

15 土師器坏 13.3 （3.8） - ABDKN 橙色 B 50%

16 土師器坏 （12.4） （3.7） - AIK
外面：褐灰色 

内面：灰黄褐色
B 10%

17 土師器坏 （13.1） （3.8） - ACKN 橙色 B 20%

18 土師器坏 （13.6） （4.0） - ABEHIK にぶい黄橙色 B 10%

19 土師器坏 （11.1） （3.0） - ABDIN
外面：にぶい赤褐色 

内面：褐灰色
B 10% 外面全面 内面口縁部赤彩有り 内面の赤彩は状態悪い

20 土師器坏 （12.4） （2.8） - AHN にぶい赤褐色 B 15% 内面全面赤彩

21 土師器坏 （12.5） （2.1） - ABIN
外面：明赤褐色 

内面：赤褐色
B 10% 外面口縁部 内面全面赤彩有り

22 土師器高坏 （12.8） 3.3 - ABEIN 橙色 B 20%

23 土師器高坏 - （4.4） - AHN
外面：にぶい橙色 

内面：橙色
B 脚部 20% ３単位の穿孔

24 土師器高坏 - （2.1） （9.4） K 橙色 B 脚部 20%

25 土師器鉢 - （8.0） - ABEHK にぶい橙色 B 45%

26 土師器鉢 （20.0） （8.5） - AIN 灰黄色 B 10%

27 土師器鉢 （21.5） （4.7） - ABCHK
外面：にぶい黄橙色 

内面：灰黄褐色
B 口縁部 10%

28 土師器甑 （16.0） （9.7） - ABJK 黄褐色 B 10%

29 土師器壺 - （9.0） 5.5 ABCN
外面：橙色 

内面：明赤褐色
B 50% 内面輪積痕明瞭

30 土師器甕 （18.8） （5.8） - ABCKN にぶい黄橙色 B 口縁部 20% 球胴形状

31 土師器甕 （18.6） （10.7） - ABDIMN 浅黄橙色 B 口縁部 45% 球胴形状

32 土師器甕 - （5.4） （10.8） DKN
外面：黒色 

内面：にぶい黄橙色
B 底部 25% 球胴形状

33 土師器甕 （15.35） （5.2） - ABCIJ
外面：黒色 

内面：灰黄色
B 口縁部 20% 長胴形状

34 土師器甕 （18.6） （6.0） - ABDHIKNO にぶい黄橙色 B 口縁部 45% 長胴形状

35 土師器甕 18.55 （9.0） - AIKN にぶい黄橙色 B 口縁部 95% 長胴形状 内外面磨耗顕著

36 土師器甕 （18.6） （3.9） - ADKN にぶい黄橙色 B 口縁部 10% 長胴形状

37 土師器甕 （18.0） （3.7） - ABCEHKN
外面：浅黄橙色 

内面：灰白色
B 口縁部 15% 長胴形状

38 土師器台付甕 （10.8） （3.6） - BIK
外面：灰褐色 

内面：黒色
B 口縁部 20%

39 土師器台付甕 - （3.0） （9.25） AIKN にぶい黄橙色 B 脚部 10%

40 須恵器高坏 15.2 （4.1） - FHN 灰白色 B 坏部 90%

41 須恵器𤭯 - - - AK
外面：灰褐色 

内面：暗灰色
B 肩部片

42 須恵器甕 - - - AIN 灰黄色 B 胴部片

43 灰釉陶器長頸瓶 - （6.0） - AB 灰オリーブ色 B 頸部 20% 内外面に灰釉

44 灰釉陶器坏 （11.9） （2.8） - ABN
外面：灰褐色 

内面：灰オリーブ色
B 20% 内面に灰釉 ハケ塗り

45 管玉（未成品）？ 高（2.1） 幅（1.25） 厚（0.8） 未成品 凝灰岩製 重量 3.0g

46 臼玉 高 0.3 幅 1.2 厚 0.7 100% 滑石製 重量 2.0g

47 磨石 高（4.6） 幅（2.7） 厚（1.7） 60% 砂岩製 重量 36g

48 弥生土器壺 - - - AN
外面：明赤褐色 

内面：橙色
B 頸部片 内外面磨耗顕著

49 弥生土器甕 - - - AHIN 浅黄色 B 胴部片 内外面磨耗顕著

50 弥生土器甕 - - - KN
外面：黒色 

内面：黒褐色
C 頸部片 内外面磨耗顕著
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１． 2.5Y3/1 黒褐色土 酸化鉄 白色火山灰微量含 礫 1～ 3㎝大少量含
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４． 2.5Y3/1 黒褐色土 酸化鉄 白色火山灰微量含
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第 35 図　第１号掘立柱建物跡

２　掘立柱建物跡

第１号掘立柱建物跡（第 35 図） 

位置　74 － 204 ～ 75 － 206 グリッドに位置する。

概要　検出範囲で２間×３間となる東西棟の側柱建物跡である。西側は調査区外となり全容は不明で

ある。推定で梁行は 4.8 ｍ、桁行は 6.5 ｍを測り、推定面積は 31.2 ㎡となる。柱間は、梁行が北から

2.3ｍ－ 2.5ｍである。桁行は東から2.5ｍ－ 2.0ｍ－ 2.0ｍを測る。主軸方位はＮ－50°－Ｅである。

柱穴掘方は概ね円または楕円形を呈するものとみられるが、礫が入る地山の影響で乱れている。Ｐ１の

み掘方が大きく、長径 90 ㎝だが重複等の影響があるかもしれない。Ｐ２～５は長径 35 ～ 50 ㎝である

が、Ｐ６は長径 22 ㎝と小規模である。掘方の深さは確認面から 25 ～ 35 ㎝である。時期不明であるが、

第２号掘立柱建物跡と主軸方位が近いことから、同様な時期の可能性がある。

遺物　遺物は検出されなかった。

重複　重複はみられなかった。

時期　時期不明である。
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第 37 図　第２号掘立柱建物跡出土遺物
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１． 10YR3/1 黒褐色土 酸化鉄 白色火山灰微量含 礫 3㎝大少量含
２． 2.5Y5/2 暗灰黄色砂質土 酸化鉄 白色火山灰微量含 礫 1～ 5㎝大含
３． 10YR3/1 暗褐色土 酸化鉄 白色火山灰微量含 炭化物微量含 礫 1㎝大少量含
４． 5Y3/1 ｵﾘｰﾌﾞ黒色砂礫層 礫 1～ 5㎝多量含
５． 2.5Y5/2 暗灰黄色砂質土 酸化鉄 白色火山灰微量含 礫 1㎝大含 0 2m
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第 14 表　第２号掘立柱建物跡出土遺物観察表

№ 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備考
1 須恵器甕 - - - A 黄灰色 B 胴部片 P3 より出土

2 土師器壺 （18.0） （4.4） - ABEN 橙色 B 口縁部 10% P3 より出土 球胴形状

3 土師器坏 （11.6） （2.2） - AEK にぶい褐色 B 8% P4 より出土

第 36 図　第２号掘立柱建物跡
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第２号掘立柱建物跡（第 36 図） 

位置　72・73 － 204 グリッドに位置する。

概要　検出範囲で２間×２間以上となる総柱建物跡である。北側は調査区外となり全容は不明である。

推定で北東－南西方向は 3.8 ｍ、北西－南東方向は 4.2 ｍを測り、推定面積は 15.9 ㎡以上となる。北

東－南西方向は東から 1.9 ｍ－ 1.9 ｍである。北西－南東方向は西から 2.1 ｍ－ 2.1 ｍを測る。主軸方

位はＮ－ 43°－Ｅである。柱穴掘方は概ね円または隅丸方形を呈するものとみられるが、礫が入る地

山の影響で乱れている。Ｐ６のみ掘方が小さく、長径 50 ㎝だが重複により検出範囲が小さくなったた

めである。その他ピットの掘方は長径 60 ～ 90 ㎝である。掘方の深さは確認面から 30 ～ 40 ㎝である。

遺物（第 37 図、第 14 表）

　須恵器甕、土師器甕、坏を検出した。

　１は須恵器甕の胴部片で、外面に平行タタキ、内面に同心円状の当て具痕がみられる。２は土師器壺

の口縁部片で球胴形状になるもの。３は土師器で比企型坏である。口縁部が外傾する。

重複　第１号竪穴建物跡と重複し、本遺構が古い。

時期　６世紀以前

第３号掘立柱建物跡（第 38 図） 

位置　74 － 204 ～ 75 － 206 グリッドに位置する。

概要　検出できたのは柱穴２基で、北東側にあたる柱穴のみであり西・南側が調査区外である。全容は

ほぼ不明であるが、第２号掘立柱建物跡と比較し、柱間と主軸方位が概ね一致することから掘立柱建物

跡として取り扱うものである。推定で東西棟とみられ、梁行の柱間は 1.7 ｍを測る。主軸方位はＮ－

45°－Ｅである。柱穴掘方は円または楕円形を呈する。柱穴掘方はＰ１が長径 45 ㎝、確認面からの深

さ 20 ㎝、Ｐ２は長径 40 ㎝、確認面からの深さ 22 ㎝である。時期不明であるが、第２号掘立柱建物跡

と主軸方位が近いことから、同様な時期の可能性がある。

遺物　遺物は検出されなかった。

重複　重複はみられなかった。

時期　時期不明である。
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SB03 土層説明
１． 2.5Y4/1 黄灰色土     酸化鉄 白色火山灰少量含
                         礫 5 ㎜～ 1㎝大少量含
２． 2.5Y2/1 黒褐色粘質土 酸化鉄 白色火山灰少量含
３． 2.5Y3/2 暗褐色粘質土 酸化鉄 白色火山灰少量含
                         礫 5 ㎜大微量含
４． 2.5Y3/2 暗褐色砂質土 酸化鉄 礫 1～ 2㎝大含
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第 38 図　第３号掘立柱建物跡
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第 40 図　第１号土坑出土遺物
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SK01 土層説明
１． 2.5Y3/1 黒褐色土 酸化鉄 焼土微量 炭化物含 白色火山灰微量 礫 5㎜大微量含
２． 2.5Y3/1 黒褐色土 酸化鉄 焼土含 炭化物多く含 白色火山灰微量 礫 1㎝大少量含
３． 2.5Y3/1 黒褐色土 酸化鉄 炭化物含 白色火山灰微量 礫 1㎝大含
４． 2.5Y4/1 黄灰色砂質土 酸化鉄 炭化物少量含 白色火山灰微量 礫 1～ 3㎝大含
５． 2.5Y4/1 黄灰色砂礫層 酸化鉄 礫 2～ 5㎝大多量含
６． 2.5Y2/1 黒色土 酸化鉄 焼土含 炭化物含 礫 1㎝大含

SK02 土層説明
１． 2.5Y3/1 黒褐色土 酸化鉄 白色火山灰微量含 礫 5㎝大少量含
２． 2.5Y4/1 黄灰色砂礫層 酸化鉄 礫 2～ 5㎝大多量含
３． 2.5Y4/1 黄灰色土 酸化鉄 白色火山灰微量含 礫 1㎝大少量含
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第 15 表　第１号土坑出土遺物観察表

№ 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備考
1 土師器坏 （12.8） （2.5） （11.0） AK 橙色 B 15%

2 土師器坏 （12.5） （3.6） - ABDEJN 灰黄褐色 B 40%

3 土師器壺 （11.0） （10.5） - ABDN 橙色 B 50% 球胴形状

4 土師器壺 （19.8） （5.5） - ABEIJK
外面：褐灰色 

内面：にぶい黄色
B 口縁部 10%

5 土師器甕 - - - AIN
外面：にぶい褐色 

内面：明褐色
B 胴部片

6 土師器甕 - - - AIN
外面：にぶい黄褐色 

内面：にぶい黄橙色
B 胴部片

第 39 図　第１・２号土坑

３　土坑

　
第１号土坑（第 39 図） 

位置　74・75 － 205・206 グリッドに位置する。

規模　検出範囲で長軸 2.2 ｍ、短軸 0.9 ｍ、深さ 25 ㎝を測る。

概要　平面形は長方形状とみられ、南側が調査区外となり全容は不明である。南側で掘方が乱れること

から、明らかにしえなかったが、別遺構が重複している可能性がある。

重複　第２号土坑と重複し、本遺構が第２号土坑より古い。

遺物　（第 40 図、第 15 表）

　土師器坏、甕を検出した。１・２は土師器坏で、１は坏蓋模倣坏、2 は有段口縁坏である。３・４は

土師器壺である。３は小型壺で、球胴形状のもの。４は外反する口縁部片である。５・６は甕の胴部片。
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P01 土層説明
１． 2.5Y4/1 黄灰色土 酸化鉄 白色火山灰微量含 礫 5㎜大少量含
２． 2.5Y3/1 黒褐色土 酸化鉄 白色火山灰微量含 礫 1㎝大少量含
３． 2.5Y2/3 暗褐色粘質土 礫 5㎜大微量含
４． 砂礫層 礫 1～ 2㎝大含

P02 土層説明
１． 2.5Y4/1 黄灰色土 酸化鉄 白色火山灰微量含 礫 5㎜大微量含
２． 2.5Y3/1 黒褐色土 酸化鉄 白色火山灰微量含 礫 5㎜大少量含
３． 2.5Y3/1 暗褐色砂質土 酸化鉄 礫 1～ 5㎝大含

P03・P04 土層説明
１． 2.5Y4/1 黄灰色土 酸化鉄 白色火山灰微量含 礫 1㎝大少量含
２． 2.5Y3/1 黒褐色土 酸化鉄 白色火山灰微量含 礫 1㎝大少量含
３． 灰色砂質土 酸化鉄 白色火山灰微量含

P05 土層説明
１． 2.5Y3/1 黒褐色土 酸化鉄 白色火山灰微量含 礫 1㎝大少量含

P06 土層説明
１． 2.5Y4/1 黄灰色土 酸化鉄 白色火山灰微量含 礫 1㎝大少量含
２． 2.5Y3/1 黒褐色土 酸化鉄 白色火山灰微量含 礫 1㎝大少量含
３． 2.5Y3/1 黒褐色砂質土 酸化鉄 礫 1～ 3㎝大含

P07 土層説明
１． 2.5Y4/1 黄灰色土 酸化鉄 白色火山灰微量含 礫 1㎝大少量含
２． 2.5Y3/1 黒褐色土 酸化鉄 白色火山灰微量含 礫 1㎝大少量含

P08 土層説明
１． 2.5Y4/1 黄灰色土 酸化鉄 白色火山灰微量含
２． 2.5Y3/1 黒褐色土 酸化鉄 白色火山灰微量含

P09・P10 土層説明
１． 2.5Y4/1 黄灰色土 酸化鉄 白色火山灰少量含 礫 5㎜大少量含
２． 2.5Y3/1 黒褐色土 酸化鉄 白色火山灰少量含 礫 1㎝大微量含
３． 2.5Y3/1 黒褐色砂質土 酸化鉄 白色火山灰微量含 礫 1㎝大微量含
４． 2.5Y4/1 黄灰色土 酸化鉄 白色火山灰少量含 礫 1㎝大少量含
５． 2.5Y3/1 黒褐色土 酸化鉄 白色火山灰少量含 礫 1㎝大少量含
６． 2.5Y2/1 黒色砂質土 礫 3㎝大少量含

P11 土層説明
１． 2.5Y3/1 黒褐色土 酸化鉄 白色火山灰微量含
２． 2.5Y3/1 黒褐色土 酸化鉄
３． 2.5Y4/1 黄灰色土 酸化鉄 白色火山灰微量含 礫 5㎜大少量含

0 2m
１：60

No.2No.1

A

調　査　区　外

調査区外

第 41 図　ピット

時期　７世紀前半

第２号土坑（第 39 図） 

位置　75 － 206 グリッドに位置する。

規模　検出範囲で長軸 0.8 ｍ、短軸 0.6 ｍ、深さ 12 ㎝を測る。

概要　平面形は長方形状か。遺構の大半が調査区外であり全容は不明である。

重複　第１号土坑と重複し、本遺構が第１号土坑より新しい。

遺物　遺物は検出されなかった。

時期　時期不明である。

４　ピット　（第 41・42 図、第 16・17 表）

　ピットは計 12 基検出し、一覧表にまとめた。Ｐ２は配置と形状から、土坑となる可能性がある。出

土遺物は第４号ピットより土師器坏が出土した。１は比企型坏か。内外面に赤彩が施されている。２は

内面に放射暗文が施される暗文坏で、丸底を呈する。

第 16 表　ピット計測表

番号 グリッド 平面形 長軸（ｍ）短軸（ｍ）深さ（ｍ）出土遺物 時期 備考
P01 75-206 楕円形 （65） （34） 36 － －

P02 75-206 隅丸方形 （40） 73 23 － －

P03 75-205 楕円形 33 22 13 － － P4･5 より新しい

P04 75-205 円形 16 11 4 土師器坏 ７世紀後半 P3 より古い

P05 75-205 楕円形 30 （27） 20 － － P3 より古い

P06 75-205 楕円形 44 32 25 － －

P07 75-205 円形 32 30 15 － －

P08 75-205 楕円形 32 27 11 － －

P09 75-205 楕円形 40 32 34 － － P10 より古い

P10 75-205 楕円形 40 （32） 44 － － P9 より新しい

P11 74-205 円形？ 33 （20） 14 － －

P12 74-205 楕円形 27 24 9 － －
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第 43 図　第２地点遺構外出土遺物

第 18 表　第２地点遺構外出土遺物観察表

№ 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備考
1 土師器坏 （10.7） （3.4） - HK にぶい橙色 B 30%

2 土師器坏 （12.2） （3.2） - ABD
外面：橙色 

内面：灰褐色
B 25%

3 土師器坏 （10.0） （3.05） - A にぶい黄橙色・橙色 B 20%

4 土師器坏 （13.2） （3.5） - ABEIJK 橙色 B 15%

5 土師器高坏 - （5.5） - ABCDEN 褐色・にぶい褐色 B 脚部 90%

6 土師器高坏 - （5.9） - AHN 明赤褐色 B 脚部 60%

7 土師器高坏 - （6.0） - ABCHKN 橙色・にぶい橙色 B 脚部 80% ３単位の穿孔

8 土師器高坏 - （4.0） - AHI にぶい黄橙色 B 脚部 30% ４単位の穿孔

9 土師器甕 （16.8） （8.9） - ABDEIN にぶい赤褐色 B 口縁部 10% 球胴形状

５　遺構外出土遺物　第２地点遺構外出土遺物（第 43 図、第 18 表）

　表土剥ぎの際に出土した遺物について記述する。１～４は土師器坏である。１は坏身模倣坏か。口縁

部が内傾する。２・３は坏蓋摸倣坏で、口縁部が直立する。４は有段口縁坏である。５～８は土師器高

坏で、いずれも脚部片である。７は３方向の穿孔がある。８は４方向の穿孔がある。９は土師器甕で軽

く外反する口縁部に胴が張る球胴形状のものである。

第 42 図　第４号ピット出土遺物

第 17 表　ピット出土遺物観察表

№ 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備考

1 土師器坏 （15.6） （3.4） - AKN 赤褐色 B 8% 内外面赤彩

2 土師器坏 （14.4） （3.6） - ADK 橙色 B 10% 内面に放射暗文
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Ⅵ　調査のまとめ

　前中西遺跡は土地区画整理事業や民間開発等に伴い、発掘調査が進行しており、その全体像が徐々に

明らかになりつつある。弥生時代では、遺跡の面積は 30ha に及び関東地方でも屈指の規模を誇り、近

年の調査では、重要な成果が挙がっている。本報告第１地点の西側近接地点では、管玉 161 点とともに

礫床木棺墓が４基が検出され、中期末ごろには栗林式土器文化圏との交流があったことが明らかとなっ

ている。また、平成 27 年度調査では２点目となる精巧な造りの石戈が出土した。また、隣接する諏訪

木遺跡からは平成 26 年度調査において、栗林系土器とともに顎の一部を欠損するものの完形の土偶型

容器が出土するなど、注目に値する成果と評価できる。従来、北武蔵エリアの弥生時代中期以降の様相

は、不明な点が多く判然としていなかったが、地域の歴史解明に向けて情報がそろいつつある状況とい

える。今回の調査では、弥生時代の情報は決して多くはないが、遺構・遺物の検出状況と地形から、集

落の東南限の可能性が推測できる状況がみられ、一定の成果があったものと考えたい。

　本遺跡は弥生時代の成果が目覚ましいが、一方で時代を跨ぐ複合遺跡である点も忘れてはならない。

今回の調査では、古墳時代後期の遺構が多く検出された。第１地点では、総柱式掘立柱建物跡の検出や、

明らかにしえなかったものの同様の時期とみられる重なり合うピット群の検出、第２地点では、礫を含

む地盤の上に構築された集落が確認された。本遺跡は新規荒川扇状地末端に所在するため、扇状地形の

形成過程で生成される礫を含む地層が、現地表面付近または旧地表面に存在する。この堅牢かつ水捌け

のよい地盤を選んで古墳時代後期の遺構・遺物がみられる点について指摘しておきたい。

　本遺跡の経営の源は、扇状地末端特有の豊かな湧水である。時期不明となるものが多いが、どの調査

地点においても溝跡が入り組んで検出される特徴が本遺跡にはある。水は農地経営において不可欠であ

り、各時代を通して恒常的な食糧生産に寄与していたと考えられる。今回の調査では、明確にしえなかっ

た点が多くなってしまったが、本遺跡は奈良・平安時代にかかる痕跡も重要である。別地点において、

総柱式掘立柱建物跡の検出や、古代瓦が出土するなど、官衙関連と疑われる遺構・遺物の検出があるも

のの不明な点が多い。また、本遺跡周辺地は、古代においては幡羅郡、埼玉郡、大里郡のいずれかに属

すると考えられるが、明らかになっていない。このような現状のなかで、律令期の前段階といえる７世

紀代の遺構・遺物の検出は、地域の歴史解明に向けて一歩前進したといえよう。今後の調査も予断を許

さないが、さらなる成果の集積を待って、遺跡の詳細が明らかになることを期待したい。

参考・引用文献　（紙数の都合で必要と思われるもののみ記載した。）

大谷　徹　2011　『川越田遺跡Ⅱ』　埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第 375 集

熊谷市教育委員会　2002　『前中西遺跡Ⅱ』　

熊谷市教育委員会　2003　『前中西遺跡Ⅲ』　

熊谷市教育委員会　2012　『前中西遺跡Ⅶ』　

熊谷市教育委員会　2013　『前中西遺跡Ⅷ』　

富田和夫　2002　『熊野遺跡（Ａ ･Ｃ ･Ｄ区）』　埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第 279 集

富田和夫ほか　2008　「埼玉県・群馬県の様相」『古代社会と地域間交流』国士舘大学考古学研究室 40 周年記念シンポジウム
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第１地点　第１調査区全景（西から）

第１地点　第２調査区東側全景（西から） 第１地点　第２調査区西側全景（東から）

第１地点

図版 1



第１号竪穴建物跡

（第１調査区南から）

図版２

第２号竪穴建物跡

（第２調査区北西から）

第３号竪穴建物跡、

第 13 号溝跡

（第１調査区北東から）

図版 2



図版３

第１～３号溝跡、　　　　

第１号柵列、第 13 号土坑

（第１調査区南から）

第２・13・14 号溝跡、  

第１号性格不明遺構、

第１号柵列、第４号土坑

（第２調査区南から）

第１号掘立柱建物跡、

第６～ 12 号土坑　　

（第２調査区南から）

図版 3



第２号土坑遺物出土状況（第２調査区北から）

第４・５号溝跡（第２調査区東から）

第１号土坑（第２調査区東から）

第６～８号溝跡（第２調査区南から）

第２号土坑（第２調査区北から）

第９～ 11 号溝跡（第２調査区北西から）

第３号土坑（第２調査区北西から）

図版 4



第２調査地点湧水発生状況

第１号性格不明遺構（第２調査地点南から）

第２調査地点発掘調査状況

第５・６号土坑（第２調査区南から）

第７号土坑遺物出土状況（第２調査区南東から）

第７号土坑（第２調査区南から）

第８号土坑（第２調査区南から）

第 102 号ピット（第２調査区南から）

図版 5



第２地点　第１調査区全景（南から）

第２地点　第２調査区全景（南から）

第２地点

図版 6



第１号掘立柱建物跡（第２調査区北東から）

第１号土坑（第２調査区北西から）

第１号竪穴建物跡（第１調査区南東から）

第１号竪穴建物跡遺物出土状況１（第１調査区東から）

第２号掘立柱建物跡（第１調査区北東から）

第２号土坑（第２調査区南から）

第１号竪穴建物跡（第２調査区北東から）

第１号竪穴建物跡遺物出土状況２（第２調査区東から）

図版 7
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土師器・須恵器・
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当該期の集落域南側の広がり

を確認し、総柱式掘立柱建物

跡を検出した。
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